「四道将軍伝承」再論 : 王族将軍派遣の虚と実 by 荊木 美行
｢四
道
将
軍
伝
承
」
再
論
王
族
将
軍
派
遣
の
虚
と
実
荊
木
美
行
令
和
元
年
十
二
月
十
日
発
行
皇
學
館
論
叢
第
五
十
二
巻
第
六
号
抜
刷
皇
學
館
論
叢
第
五
十
二
巻
第
六
号
令
和
元
年
十
二
月
十
日
「
四
道
将
軍
伝
承
」
再
論
王
族
将
軍
派
遣
の
虚
と
実
荊
木
美
行
□
要
旨
四
道
将
軍
伝
承
は
、
記
紀
の
間
で
出
入
り
が
あ
る
も
の
の
、
孝
霊
～
崇
神
天
皇
の
時
代
に
王
族
が
各
地
に
派
遣
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え
た
点
で
一
致
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
大
彦
命
・
武
渟
川
別
の
伝
承
に
つ
い
て
は
、
大
和
盆
地
東
南
部
に
拠
点
を
も
つ
豪
族
が
、
そ
の
武
力
を
背
景
に
北
陸
や
東
海
地
方
に
進
ん
だ
史
実
が
核
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
く
に
、
北
陸
方
面
に
大
彦
命
の
後
裔
氏
族
の
盤
踞
し
て
い
る
こ
と
は
、
そ
れ
を
裏
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。
大
彦
命
・
武
渟
川
別
は
、
各
地
を
平
定
し
、
そ
こ
に
一
族
や
配
下
の
も
の
を
留
ま
ら
せ
、
大
和
に
帰
還
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
、
丹
波
道
主
命
や
吉
備
津
彦
は
、
派
遣
先
で
土
豪
と
の
あ
い
だ
に
姻
戚
関
係
を
結
ぶ
な
ど
し
て
そ
の
ま
ま
土
着
し
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
王
族
将
軍
の
派
遣
は
、
そ
れ
ぞ
れ
時
期
も
異
な
り
、
し
た
が
っ
て
、
伝
承
の
成
立
も
一
様
で
は
な
か
っ
た
が
、
や
が
て
「
四
道
将
軍
」
伝
承
と
い
う
形
で
、
崇
神
天
皇
朝
の
内
外
平
定
伝
承
に
収
斂
さ
れ
て
い
く
が
、
こ
れ
は
、
崇
神
天
皇
朝
が
、
ヤ
マ
ト
政
権
の
王
権
発
達
史
の
な
か
で
大
き
な
劃
期
で
あ
っ
た
と
い
う
歴
史
認
識
に
拠
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
□
キ
ー
ワ
ー
ド
四
道
将
軍
大
彦
命
武
渟
川
別
丹
波
道
主
命
吉
備
津
彦
―1―
一
、
四
道
将
軍
伝
承
と
は
昭
和
五
十
三
年
九
月
に
、
埼
玉
県
行
田
市
の
稲
荷
山
古
墳
出
土
の
鉄
剣
の
銘
文
が
解
読
さ
れ
た
が
、
こ
こ
に
乎
獲
居
臣
の
上
祖
と
し
て
「
意お
冨ほ
比び
垝こ
」
の
名
が
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
受
け
て
、
崇す
神じん
天
皇
紀
（
1
）に
四
道
将
軍
の
一
人
と
し
て
登
場
す
る
大
彦
お
お
び
こ
の
こ
命みこと
（『
古
事
記
』
で
は
大
比
古
命
（
2
））
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
た
。
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
塚
口
義
信
氏
が
「
兵
団
を
率
い
る
将
軍
と
し
て
の
両
者
の
イ
メ
ー
ジ
は
ま
っ
た
く
等
し
く
、
親
衛
軍
の
首
長
的
な
人
物
と
し
て
の
意
冨
比
垝
の
姿
を
古
典
の
な
か
に
も
と
め
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
オ
ホ
ビ
コ
以
外
に
な
い
」
と
の
べ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
（
3
）、
銘
文
の
意
冨
比
垝
は
、
記
紀
の
大
彦
命
に
あ
た
る
と
考
え
て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
あ
ら
た
め
て
紹
介
す
る
ま
で
も
な
い
が
、『
日
本
書
紀
』
崇
神
天
皇
十
年
九
月
丙
午
朔
甲
午
条
に
は
、
九
月
丙
戌
朔
甲
午
。
以
二
大
彦
命
一
遣
二
北
陸
一。
武
渟
川
別
遣
二
東
海
一。
吉
備
津
彦
遣
二
西
道
一。
丹
波
道
主
命
遣
二
丹
波
一。
因
以
詔
之
曰
。
若
有
二
不
レ
受
レ
教
者
一。
乃
挙
レ
兵
伐
レ
之
。
既
而
共
授
二
印
綬
一
為
二
将
軍
一。（
上
巻
、
二
四
三
頁
）
と
い
う
記
事
が
あ
っ
て
（
4
）、
い
わ
ゆ
る
四
道
将
軍
の
任
命
の
こ
と
が
み
え
て
い
る
。『
日
本
書
紀
』
で
は
、
さ
ら
に
崇
神
天
皇
紀
十
年
十
月
条
に
、
冬
十
月
乙
卯
朔
。
詔
二
群
臣
一
曰
。
今
返
者
悉
伏
レ
誅
。
畿
内
無
レ
事
。
唯
海
外
荒
俗
。
騷
動
未
レ
止
。
其
四
道
将
軍
等
今
急
発
之
。
丙
子
。
将
軍
等
共
発
路
。（
上
巻
、
二
四
九
頁
）
と
あ
り
、
翌
十
一
年
夏
四
月
壬
子
朔
己
卯
条
に
、
四
道
将
軍
以
下
平
二
戎
夷
一
之
状
上
奏
焉
。（
上
巻
、
二
四
九
頁
）
と
あ
っ
て
、
四
道
将
軍
の
出
発
と
帰
還
を
記
し
て
い
る
（
5
）。
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こ
れ
に
該
当
す
る
記
事
は
、『
古
事
記
』
に
も
み
え
る
。
す
な
わ
ち
、
崇
神
天
皇
記
に
は
、
又
此
之
御
世
、
大
毘
古
命
者
、
遣
二
高
志
道
一、
其
子
建
沼
河
別
命
者
、
遣
二
東
方
十
二
道
一
而
、
令
レ
和
二
平
其
麻
津
漏
波
奴
自
レ
麻
以
下
五
字
以
レ
音
。
人
等
一。
又
日
子
坐
王
者
、
遣
二
旦
波
国
一、
令
レ
殺
二
玖
賀
耳
之
御
笠
一。
此
者
人
名
也
。
玖
賀
二
字
以
レ
音
也
。
（
一
九
〇
頁
）
と
み
え
て
い
る
（
6
）。
し
か
し
な
が
ら
、
記
紀
を
比
較
し
て
み
る
と
、
両
者
の
あ
い
だ
で
異
同
の
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
大
彦
命
（
大
毘
古
命
）
が
北
陸
（
高
志
道
）
に
、
武
渟
た
け
ぬ
な
川かわ
別わけ
（
建
沼
河
別
命
）
が
東
海
（
東
方
十
二
道
）
に
派
遣
さ
れ
る
話
は
、
お
お
む
ね
一
致
し
て
い
る
が
、
な
か
に
は
大
き
く
異
な
る
点
も
存
在
し
て
い
る
。
全
体
的
な
こ
と
で
云
え
ば
、
同
じ
こ
と
を
の
べ
な
が
ら
も
、『
日
本
書
紀
』
の
ほ
う
が
漢
文
的
な
修
飾
が
目
立
つ
こ
と
で
あ
る
。「
四
道
将
軍
」
と
い
う
厳いかめし
い
表
現
も
、
じ
つ
は
『
日
本
書
紀
』
に
し
か
み
え
な
い
も
の
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
、
内
容
に
つ
い
て
云
う
と
、
ま
ず
、『
日
本
書
紀
』
で
は
「
四
道
将
軍
」
が
揃
っ
て
い
る
の
に
対
し
、『
古
事
記
』
に
は
、
吉
備
へ
の
派
遣
は
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
（
そ
の
意
味
で
は
、『
古
事
記
』
が
「
四
道
将
軍
」
と
し
て
い
な
い
の
は
、
む
し
ろ
当
然
で
あ
る
）。
ま
た
、
丹
波
（
こ
こ
に
い
う
丹
波
と
は
、
の
ち
の
丹
波
・
丹
後
両
国
の
領
域
に
相
当
）
に
派
遣
さ
れ
た
人
物
が
、『
日
本
書
紀
』
で
は
丹た
波にわの
道みち
主ぬしの
命みこと
で
あ
る
の
に
対
し
、『
古
事
記
』
は
日ひ
子こ
坐います
王のみこ
と
し
て
い
る
し
、
丹
波
に
お
い
て
玖
賀
耳
之
御
笠
を
殺
害
し
た
と
い
う
記
述
は
、『
日
本
書
紀
』
に
は
み
え
な
い
。
さ
ら
に
、『
日
本
書
紀
』
の
記
述
は
、
四
道
将
軍
の
任
命
→
（
武たけ
埴はに
安やす
彦ひこ
の
叛
乱
）
→
出
発
→
帰
還
・
復
命
、
と
天
皇
の
命
令
に
よ
る
軍
事
行
動
と
し
て
首
尾
一
貫
し
て
い
る
が
、『
古
事
記
』
で
は
、
会
津
に
お
け
る
大
彦
命
・
武
渟
川
別
父
子
の
再
会
以
外
、
遠
征
に
か
か
わ
る
話
は
右
引
の
記
事
し
か
な
い
。「
四
道
将
軍
」
と
い
う
語
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、『
日
本
書
紀
』
の
ほ
う
が
、
王
族
将
軍
の
派
遣
伝
承
と
し
て
は
ま
と
ま
っ
て
お
り
、
一
連
の
説
話
と
し
て
完
結
し
て
い
る
。
「
四
道
将
軍
伝
承
」
再
論
（
荊
木
）
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こ
う
し
た
四
道
将
軍
伝
承
に
つ
い
て
は
、
津つ
田だ
左そ
右う
吉きち
氏（7
）以
来
、
の
ち
に
作
ら
れ
た
物
語
だ
と
す
る
考
え
が
主
流
を
占
め
て
お
り
、
井
上
光
貞
氏
の
よ
う
に
、
後
代
の
阿
倍
臣
の
国
境
視
察
の
史
実
の
投
影
と
み
る
見
解
も
あ
る
（
8
）。
し
か
し
、
い
っ
ぽ
う
で
は
、
上
田
正
昭
氏
の
よ
う
に
（
9
）、「
こ
れ
ら
の
播
磨
・
丹
波
へ
の
派
遣
説
話
の
実
年
代
は
も
と
よ
り
た
し
か
め
る
こ
と
は
困
難
」
と
し
な
が
ら
も
、「
こ
う
し
た
説
話
が
定
着
を
み
る
前
提
に
、
初
期
王
権
の
丹
波
の
地
域
へ
の
拡
大
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
こ
と
ま
で
を
否
定
す
る
わ
け
に
は
い
く
ま
い
」
と
の
べ
、
四
道
将
軍
伝
承
の
背
後
に
ヤ
マ
ト
政
権
の
伸
張
の
史
実
を
汲
み
と
ろ
う
と
す
る
研
究
者
も
お
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
を
承う
け
、
筆
者
も
ま
た
、
四
道
将
軍
伝
承
に
つ
い
て
の
べ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
（
10
）。
し
か
し
、
な
に
ぶ
ん
に
も
三
十
年
も
ま
え
の
習
作
で
、
今
思
え
ば
、
考
え
の
至
ら
な
か
っ
た
点
が
多
々
あ
る
。
い
つ
か
旧
稿
の
不
備
を
訂
正
し
た
い
と
念
じ
て
い
た
が
、
な
か
な
か
そ
の
機
会
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
。
幸
い
、
こ
こ
に
本
誌
へ
の
投
稿
の
機
会
を
得
た
の
で
、
こ
れ
を
奇
貨
と
し
て
、
四
道
将
軍
伝
承
に
つ
い
て
再
考
を
思
い
立
っ
た
次
第
で
あ
る
。
ご
批
正
を
た
ま
わ
れ
ば
、
幸
い
で
あ
る
。
二
、
大
彦
命
・
武
渟
川
別
の
派
遣
に
つ
い
て
は
じ
め
に
大
彦
命
・
武
渟
川
別
の
派
遣
に
つ
い
て
み
て
お
き
た
い
。
さ
き
に
も
の
べ
た
よ
う
に
、
大
彦
命
が
北
陸
（
高
志
道
）
に
、
武
渟
川
別
が
東
海
（
東
方
十
二
道
）
に
派
遣
さ
れ
る
話
は
、
記
紀
の
あ
い
だ
で
一
致
し
て
い
る
。
記
紀
は
、
大
彦
命
が
北
陸
に
派
遣
さ
れ
、
そ
の
途
中
、
和
珥
坂
（
丸
邇
坂
）
に
至
っ
た
と
き
、
武
埴
安
彦
の
謀
反
を
示
唆
す
る
少
女
の
歌
を
耳
に
し
た
話
を
伝
え
て
い
る
。
崇
神
天
皇
の
叔
母
の
倭
迹
迹
日
百
襲
姫
命
が
、
こ
の
歌
は
叛
乱
の
前
兆
で
あ
る
と
見
抜
い
た
の
で
（『
日
本
書
紀
』
で
は
崇
神
天
皇
自
身
が
察
知
し
た
と
い
う
）、
四
道
将
軍
を
留
め
て
作
戦
を
練
り
、
武
埴
安
彦
の
謀
反
を
迎
え
撃
つ
。
こ
の
間かん
の
叙
述
は
『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
で
い
さ
さ
か
出
入
り
が
あ
る
が
、
全
体
に
『
日
本
書
紀
』
の
ほ
う
が
詳
し
く
、
西
道
―4―
へ
派
遣
さ
れ
る
予
定
の
五い
十
狭さ
芹せり
彦びこの
命みこと
（
吉
備
津
彦
命
）
が
大
坂
で
武
埴
安
彦
の
妻
吾あ
田た
媛ひめ
を
遮
り
こ
れ
を
撃
破
し
た
こ
と
や
、
大
彦
が
和わ
珥にの
臣おみの
遠とおつ
祖おや
の
彦ひこ
国くに
葺ぶく
と
と
も
に
山
背
に
向
か
い
、
武
埴
安
彦
と
対
決
し
た
こ
と
な
ど
は
、
崇
神
天
皇
紀
に
の
み
出
て
く
る
話
で
あ
る
。
武
埴
安
彦
の
叛
乱
に
つ
い
て
は
ひ
と
ま
ず
措
く
と
し
て
、
鎮
圧
の
の
ち
、
あ
ら
た
め
て
出
発
し
た
四
道
将
軍
が
、
所
期
の
目
的
を
達
成
し
て
帰
還
し
た
こ
と
は
、
さ
き
に
記
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
こ
で
も
、
記
紀
の
あ
い
だ
で
若
干
の
出
入
り
が
あ
り
、
崇
神
天
皇
記
で
は
、
故
、
大
毘
古
命
者
、
随
二
先
命
一
而
、
罷
二
行
高
志
国
一。
尓
、
自
二
東
方
一
所
レ
遣
建
沼
河
別
与
二
其
父
大
毘
古
一
共
、
往
二
遇
于
相
津
一。
故
、
其
地
、
謂
二
相
津
一
也
。
是
以
、
各
和
二
平
所
レ
遣
之
国
政
一
而
覆
奏
。（
一
九
二
頁
）
と
あ
っ
て
、
大
彦
命
・
武
渟
川
別
の
父
子
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
目
を
終
え
た
あ
と
、
相
津
で
再
会
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
筆
者
が
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
大
彦
命
・
武
渟
川
別
の
派
遣
伝
承
が
、
各
地
に
残
る
大
彦
命
後
裔
氏
族
の
痕
跡
と
よ
く
符
合
す
る
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
大
彦
命
に
つ
い
て
は
、
孝
元
こ
う
げ
ん
天
皇
て
ん
の
う
紀
七
年
二
月
条
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
事
が
み
え
て
い
る
。
立
二
欝
色
謎
命
一
為
二
皇
后
一。
后
生
二
二
男
一
女
一。
第
一
曰
二
大
彦
命
一。
第
二
曰
二
稚
日
本
根
子
彦
大
日
日
天
皇
一。
第
三
曰
二
倭
迹
迹
姫
命
一。
一
云
。
天
皇
母
弟
少
彦
男
心
命
也
。
妃
伊
香
色
謎
命
生
二
彦
太
忍
信
命
一。
次
妃
河
内
青
玉
繋
女
埴
安
媛
生
二
武
埴
安
彦
命
一。
兄
大
彦
命
。
是
阿
倍
臣
。
膳
臣
。
阿
閇
臣
。
狭
狭
城
山
君
。
筑
紫
国
造
。
越
国
造
。
伊
賀
臣
。
凡
七
族
之
始
祖
也
。
彦
太
忍
信
命
。
是
武
内
宿
禰
之
祖
父
也
。
（
上
巻
、
二
三
一
頁
）
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
孝
元
天
皇
は
欝うつ
色しこ
謎めの
命みこと
を
皇
后
に
立
て
て
、
二
男
一
女
を
生
ん
だ
が
、
そ
の
長
子
が
大
彦
命
で
、
彼
が
阿
倍
あ
べ
の
臣おみ
・
膳
か
し
わ
で
の
臣おみ
・
阿
閇
あ
へ
の
臣おみ
・
狹
狹
さ
さ
城
山
き
や
ま
の
君きみ
・
筑
紫
つ
く
し
の
国
造
く
に
の
み
や
つ
こ
・
越こしの
国
造
・
伊
賀
臣
七
族
の
始
祖
だ
と
い
う
の
だ
が
、
中なか
司つか
照てる
世よ
氏
は
、
こ
れ
ら
大
彦
命
の
後
裔
氏
族
が
、
彼
の
北
進
ル
ー
ト
上
に
濃
厚
に
分
布
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
（
11
）。
大
彦
命
の
進
ん
だ
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
詳
し
い
記
述
は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
は
、
奈
良
県
桜
井
市
附
近
か
ら
伊
賀
地
方
を
経
「
四
道
将
軍
伝
承
」
再
論
（
荊
木
）
―5―
て
、
近
江
か
ら
北
陸
方
面
に
か
け
て
の
地
域
に
進
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
ル
ー
ト
に
沿
っ
て
、
伊
賀
臣
・
阿
閇
臣
・
膳
臣
・
狭
狭
城
山
君
な
ど
、
大
彦
命
の
系
統
を
ひ
く
豪
族
の
盤
踞
ば
ん
き
ょ
し
て
い
た
形
跡
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
大
和
盆
地
東
部
の
桜
井
市
に
阿
部
と
い
う
地
名
が
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
あ
た
り
は
阿
倍
氏
（
12
）の
本
拠
地
で
あ
る
。
桜
井
市
に
は
、
桜
井
茶
臼
山
古
墳
や
メ
ス
リ
山
古
墳
と
い
っ
た
大
型
の
前
方
後
円
墳
が
存
在
す
る
が
、
こ
れ
ら
は
阿
倍
氏
ゆ
か
り
の
古
墳
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
塚
口
氏
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
被
葬
者
を
大
彦
命
・
武
渟
川
別
的
人
物
と
考
え
て
お
ら
れ
る
が
（
13
）、
そ
の
可
能
性
は
大
き
い
と
思
う
。
つ
ぎ
に
、
桜
井
市
か
ら
名
張
盆
地
に
進
む
と
、
そ
の
入
り
口
附
近
に
は
安
部
田
（
現
在
の
三
重
県
名
張
市
安
部
田
）
と
い
う
地
名
が
み
え
る
。
こ
れ
も
、
や
は
り
阿
倍
氏
ゆ
か
り
の
地
名
で
、
こ
の
あ
た
り
に
阿
倍
氏
の
勢
力
が
及
ん
で
い
た
こ
と
を
示
す
動
か
ぬ
証
拠
で
あ
る
。
名
張
市
に
は
、
美み
旗はた
古
墳
群
の
女じょ
良ろう
塚づか
古
墳
や
馬
塚
古
墳
の
よ
う
な
三
段
築
成
の
古
墳
が
あ
り
、
周
辺
地
域
に
存
在
す
る
石
山
古
墳
（
伊
賀
市
才
良
片
岨
）
や
御み
墓
山
は
か
や
ま
古
墳
（
同
市
佐
那
具
町
）
も
、
や
は
り
三
段
築
成
の
大
き
な
古
墳
で
あ
る
。
中
司
氏
に
よ
れ
ば
、
三
段
築
成
は
大
王
関
係
の
陵
墓
に
限
定
さ
れ
る
と
い
う
か
ら
（
14
）、
こ
う
し
た
伊
賀
地
方
に
お
け
る
主
要
首
長
墳
の
あ
り
か
た
は
、
大
彦
命
を
孝
元
天
皇
皇
子
と
す
る
記
紀
の
系
譜
と
も
矛
盾
し
な
い
。
美
旗
古
墳
群
は
か
つ
て
の
伊
賀
国
伊
賀
郡
に
属
す
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
古
墳
の
被
葬
者
は
、
伊
賀
臣
ゆ
か
り
の
人
物
で
あ
る
可
能
性
が
大
き
い
。
ま
た
、
御
墓
山
古
墳
は
、
伊
賀
国
の
一
宮
で
あ
る
敢あえ
国くに
神
社
に
隣
接
し
て
存
在
す
る
。
こ
の
神
社
の
祭
神
が
阿
閇
臣
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
同
古
墳
の
被
葬
者
も
阿
閇
臣
ゆ
か
り
の
人
物
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
大
化
改
新
直
後
の
大
化
二
年
（
六
四
六
）
正
月
に
畿
内
の
四
至
を
定
め
た
際
に
、
そ
の
東
限
を
名
張
の
横
河
よ
こ
か
わ
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
奈
良
時
代
の
畿
内
の
東
限
と
は
異
な
る
が
、
こ
の
地
方
と
ヤ
マ
ト
政
権
と
の
結
び
つ
き
を
考
え
る
と
、
理
由
の
な
い
こ
と
で
は
あ
―6―
る
ま
い
。
つ
ぎ
に
、
近
江
で
は
、
現
在
の
近
江
八
幡
市
附
近
に
大
彦
命
後
裔
氏
族
の
狭
狭
城
山
君
が
い
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
さ
ら
に
進
ん
で
若
狭
で
は
、
四
世
紀
末
か
ら
五
世
紀
初
め
に
か
け
て
築
造
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
上
之
じ
ょ
う
の
塚づか
古
墳
を
は
じ
め
と
し
て
、
城
山
古
墳
・
西
山
古
墳
・
中
塚
古
墳
な
ど
、
若
狭
全
体
を
統
括
す
る
よ
う
な
大
首
長
の
墳
墓
と
お
ぼ
し
き
前
方
後
円
墳
が
旧
上かみ
中なか
町ちょう
附
近
（
現
在
の
三
方
上
中
郡
若
狭
町
南
部
）
に
連
続
し
て
築
か
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
若
狭
の
大
首
長
墳
も
畿
外
（
15
）で
は
稀
有
の
三
段
築
成
で
、
大
王
家
と
の
関
係
が
想
定
さ
れ
る
。
し
か
も
、『
先せん
代だい
旧く
事じ
本ほん
紀ぎ
』
の
「
国
造
本
紀
」
や
『
高
橋
氏
文
た
か
は
し
の
う
じ
ぶ
み
』
に
よ
れ
ば
（
16
）、
若
狭
は
膳
臣
の
支
配
す
る
土
地
で
あ
る
か
ら
、
右
の
大
首
長
墳
の
被
葬
者
も
膳
臣
で
あ
る
可
能
性
は
大
き
い
。
中
司
氏
は
、
膳
臣
は
四
世
紀
末
か
ら
五
世
紀
初
頭
に
若
狭
に
派
遣
さ
れ
、
そ
の
地
の
在
地
豪
族
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
お
ら
れ
る
が
（
17
）、
氏
の
慧
眼
の
と
お
り
で
あ
ろ
う
。
さ
て
、
こ
の
よ
う
に
み
て
い
く
と
、
奈
良
県
桜
井
市
か
ら
三
重
県
名
張
市
・
上
野
市
を
経
て
福
井
県
旧
上
中
町
に
か
け
て
と
い
う
、
大
和
か
ら
北
陸
方
面
に
至
る
ル
ー
ト
沿
い
に
大
彦
命
後
裔
氏
族
が
盤
踞
し
た
こ
と
は
確
実
で
、
こ
れ
を
記
紀
の
大
彦
命
派
遣
伝
承
と
結
び
つ
け
る
こ
と
は
、
け
っ
し
て
不
当
な
解
釈
で
は
な
い
。
記
紀
に
崇
神
天
皇
と
し
て
記
さ
れ
る
大
王
は
、
実
在
し
た
と
す
れ
ば
、
四
世
紀
中
葉
か
ら
後
半
に
か
け
て
の
人
物
で
あ
る
。
大
彦
命
派
遣
の
ル
ー
ト
に
、
そ
の
後
裔
氏
族
が
営
ん
だ
と
目
さ
れ
る
、
四
世
紀
後
半
以
降
の
古
墳
が
存
在
す
る
こ
と
は
、
大
彦
命
派
遣
の
伝
承
が
ま
っ
た
く
の
作
り
話
で
は
な
い
こ
と
を
雄
辯
に
物
語
っ
て
い
る
。
な
お
、
武
渟
川
別
の
派
遣
に
つ
い
て
も
少
し
く
ふ
れ
て
お
く
と
、
前
述
の
よ
う
に
、
崇
神
天
皇
記
の
記
す
と
こ
ろ
で
は
、
高
志
道
か
ら
進
ん
だ
大
彦
命
と
東
方
十
二
道
に
派
遣
さ
れ
た
武
渟
川
別
は
、
会
津
で
遭
遇
し
た
と
い
う
。
こ
れ
に
か
か
わ
っ
て
注
目
さ
れ
る
の
が
、
福
島
県
会あい
津づ
坂ばん
下げ
町まち
に
あ
る
亀
ヶ
森
古
墳
で
あ
る
。
こ
の
古
墳
は
、
墳
丘
長
は
約
九
〇
㍍
、
三
段
築
成
の
前
方
後
円
墳
で
、
周
濠
を
備
え
て
お
り
、
不
確
定
の
要
素
は
あ
る
も
の
の
、
築
造
年
代
は
集
成
編
年
の
4
期
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
東
北
地
方
と
し
て
は
稀
有
の
古
墳
で
、
武
渟
川
別
が
東
海
に
派
遣
さ
れ
た
と
い
う
伝
承
と
の
か
か
わ
り
が
考
え
ら
れ
る
。
「
四
道
将
軍
伝
承
」
再
論
（
荊
木
）
―7―
三
、
丹
波
道
主
命
の
系
譜
前
節
で
は
、
関
聯
史
料
や
考
古
学
的
事
象
か
ら
、
大
彦
命
・
武
渟
川
別
父
子
派
遣
の
伝
承
が
架
空
の
話
だ
と
は
断
定
で
き
な
い
こ
と
を
の
べ
た
が
、
同
様
の
こ
と
は
、
丹
波
へ
の
将
軍
派
遣
に
つ
い
て
も
指
摘
で
き
る
。
そ
こ
で
、
つ
ぎ
に
こ
の
点
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
が
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
、『
日
本
書
紀
』
が
丹
波
に
遣
わ
し
た
と
記
す
丹
波
道
主
命
（『
古
事
記
』
の
表
記
で
は
「
丹
波
比
古
多
多
須
美
知
能
宇
斯
王
」）
に
つ
い
て
考
え
て
お
き
た
い
。
丹
波
道
主
命
に
つ
い
て
は
、
垂すい
仁にん
天
皇
紀
五
年
冬
十
月
己
卯
条
に
引
か
れ
た
注
に
、
道
主
王
者
。
稚
日
本
根
子
太
日
日
天
皇
之
孫
。
彦
坐
王
子
也
。
一
云
。
彦
湯
産
隅
王
之
子
也
。（
上
巻
、
二
六
五
頁
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
開かい
化か
天
皇
皇
子
の
彦
坐
王
の
子
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
彦ひこ
坐
い
ま
す
の
王みこ
は
、『
古
事
記
』
で
は
日
子
坐
王
と
記
さ
れ
る
人
物
で
、
丹
波
道
主
命
が
こ
の
王
の
子
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
開
化
天
皇
記
に
も
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
系
譜
が
み
え
て
い
る
。
又
娶
二
丸
邇
臣
之
祖
日
子
国
意
祁
都
命
之
妹
、
意
祁
津
比
売
命
一
意
祁
都
三
字
以
レ
音
。
生
御
子
、
日
子
坐
王
一柱
。（
中
略
）
次
日
子
坐
王
娶
二
山
代
之
荏
名
津
比
売
、
亦
名
苅
幡
戸
弁
一
此
一
字
以
レ
音
。
生
子
、
大
俣
王
、
次
小
俣
王
、
次
志
夫
美
宿
禰
王
三柱
。
又
娶
二
春
日
建
国
勝
戸
売
之
女
、
名
沙
本
之
大
闇
見
戸
売
一
生
子
、
沙
本
毘
古
王
、
次
袁
耶
本
王
、
次
沙
本
毘
売
命
、
亦
名
佐
波
遅
比
売
此
沙
本
毘
売
命
者
為
二
伊
久
米
天
皇
之
后
一。
自
二
沙
本
毘
古
一
以
下
三
王
名
、
皆
以
レ
音
。
次
室
毘
古
王
四柱
。
又
娶
二
近
淡
海
之
御
上
祝
以
伊
都
久
此
三
字
以
レ
音
。
天
之
御
影
神
之
女
、
息
長
水
依
比
売
一
生
子
、
丹
波
比
古
多
々
須
美
知
能
宇
斯
王
此
王
名
以
レ
音
。
次
水
穂
之
真
若
王
、
次
神
大
根
王
、
亦
名
八
瓜
入
日
子
王
、
次
水
穂
五
百
依
比
売
、
次
御
井
津
比
売
五柱
。
又
娶
二
其
母
弟
袁
祁
都
比
売
命
一
生
子
、
山
代
之
大
筒
木
真
若
王
、
次
比
古
意
須
王
、
次
伊
理
泥
王
三
柱
。
此
二
王
名
以
レ
音
。
凡
日
子
坐
王
之
子
并
十
一
王
。
故
兄
大
俣
王
之
子
、
曙
立
王
、
次
菟
上
王
二柱
。
此
曙
立
王
者
伊
勢
之
品
遅
部
君
・
伊
勢
之
佐
那
造
之
祖
。
菟
上
王
者
比
売
陀
君
之
祖
。
次
小
俣
王
者
当
麻
勾
君
之
祖
。
次
志
夫
―8―
「
四
道
将
軍
伝
承
」
再
論
（
荊
木
）
―9―
若わか
倭やまと
根ね
子こ
日
子
ひ
こ
大
毘
毘
命
お
お
び
び
の
み
こ
と
（
開かい
化か
天
皇
）
春
日
建
か
す
が
の
た
け
国くに
勝かつ
戸と
売め
大おお
多た
牟
坂
王
む
さ
か
の
み
こ
意お
祁け
都つ
比
売
命
ひ
め
の
み
こ
と
天あめ
之の
御み
影
神
か
げ
の
か
み
袁お
祁け
都つ
比
売
命
ひ
め
の
み
こ
と
日ひ
子こ
国くに
意お
祁
都
命
け
つ
の
み
こ
と
山
代
や
ま
し
ろ
之の
荏
名
津
比
売
え
な
つ
ひ
め
沙さ
本ほ
之の
大
闇
お
お
く
ら
見み
戸と
売め
息おき
長
水
な
が
の
み
ず
依より
比ひ
売め
小
俣
王
お
ま
た
の
み
こ
大
俣
王
お
お
ま
た
の
み
こ
曙
立
王
あ
け
た
つ
の
み
こ
菟
上
王
う
な
か
み
の
み
こ
志
夫
し
ぶ
美
宿
禰
王
み
の
す
く
ね
の
み
こ
沙
本
毘
さ
ほ
び
古
王
こ
の
み
こ
袁お
耶ざ
本
王
ほ
の
み
こ
室むろ
毘び
古
王
こ
の
み
こ
沙
本
毘
さ
ほ
び
売
命
め
の
み
こ
と（
垂
仁
す
い
に
ん
天
皇
の
皇
后
）
伊
理
い
り
泥
王
ね
の
み
こ
比
古
意
ひ
こ
お
須
王
す
の
み
こ
山
代
や
ま
し
ろ
之の
大
筒
木
お
お
つ
つ
き
真ま
若
王
わ
か
の
み
こ
丹たに
波はの
比
子
多
々
須
美
ひ
こ
た
た
す
み
知ち
能のう
宇
斯
王
し
の
み
こ
丹たに
波は
之の
遠とお
津つ
臣おみ
丹たに
波は
之の
河
上
か
わ
か
み
之の
摩
須
ま
す
郎
女
の
い
ら
つ
め
丹たに
波は
能の
阿
治
佐
波
毘
売
あ
じ
さ
は
び
め
高たか
材き
比
売
ひ
め
迦か
邇に
米
雷
王
め
い
か
づ
ち
の
み
こ
（
垂
仁
天
皇
の
皇
后
）
比
婆
須
ひ
ば
す
比
売
命
ひ
め
の
み
こ
と
真
砥
野
ま
と
の
比
売
命
ひ
め
の
み
こ
と
弟おと
比
売
命
ひ
め
の
み
こ
と
息
長
お
き
な
が
帯
比
売
命
た
ら
し
ひ
め
の
み
こ
と
虚
空
津
そ
ら
つ
比
売
命
ひ
め
の
み
こ
と
朝
庭
別
王
み
か
ど
わ
け
の
み
こ
（
神
功
じ
ん
ぐ
う
皇
后
）
息
長
お
き
な
が
日ひ
子こ
王
の
み
こ
息
長
お
き
な
が
宿
禰
王
の
す
く
ね
の
み
こ
葛
城
か
ず
ら
き
之の
高
額
た
か
ぬ
か
比
売
ひ
め
河
俣
稲
依
毘
売
か
わ
ま
た
の
い
な
よ
り
び
め
日
子
坐
王
ひ
こ
い
ま
す
の
み
こ
水
穂
み
ず
ほ
之の
真
若
王
ま
わ
か
の
み
こ
神
大
根
王
か
む
お
お
ね
の
み
こ
水
穂
五
み
ず
ほ
の
い
百お
衣
比
よ
り
ひ
売め
御
井
津
比
売
み
い
つ
ひ
め
図１ 日子坐王
ひこいますのみこ
系譜（『古事記』による）
美
宿
禰
王
者
佐
々
君
之
祖
也
。
次
沙
本
毘
古
王
者
日
下
部
連
・
甲
斐
国
造
之
祖
。
次
袁
耶
本
王
者
葛
野
之
別
・
近
淡
海
蚊
野
之
別
祖
也
。
次
室
毘
古
王
者
若
狭
之
耳
別
之
祖
。
其
美
知
能
宇
志
王
娶
二
丹
波
之
河
上
之
摩
須
郎
女
一
生
子
、
比
婆
須
比
売
命
、
次
真
砥
野
比
売
命
、
次
弟
比
売
命
、
次
朝
庭
別
王
四柱
。
此
朝
庭
別
王
者
三
川
之
穂
別
之
祖
。
此
美
知
能
宇
斯
王
之
弟
、
水
穂
真
若
王
者
近
淡
海
之
安
直
之
祖
。
次
神
大
根
王
者
三
野
国
之
本
巣
国
造
・
長
幡
部
連
之
祖
。
次
山
代
之
大
筒
木
真
若
王
娶
二
同
母
弟
伊
理
泥
王
之
女
、
丹
波
能
阿
治
佐
波
毘
売
一
生
子
、
迦
邇
米
雷
王
迦
邇
米
三
字
以
レ
音
。
此
王
娶
二
丹
波
之
遠
津
臣
之
女
、
名
高
材
比
売
一
生
子
、
息
長
宿
禰
王
。
此
王
娶
二
葛
城
之
高
額
比
売
一
生
子
、
息
長
帯
比
売
命
、
次
虚
空
津
比
売
命
、
次
息
長
日
子
王
三
柱
。
此
王
者
吉
備
品
遅
君
・
針
間
阿
宗
君
之
祖
。
又
息
長
宿
禰
王
娶
二
河
俣
稲
依
毘
売
一
生
子
、
大
多
牟
坂
王
多
牟
二
字
以
レ
音
。
此
者
多
遅
摩
国
造
之
祖
也
。
上
所
レ
謂
建
豊
波
豆
羅
和
気
王
者
道
守
臣
・
忍
海
部
造
・
御
名
部
造
・
稲
羽
忍
海
部
・
丹
波
之
竹
野
別
・
依
網
之
阿
毘
古
等
之
祖
也
。（
一
八
一
頁
）
こ
れ
に
よ
っ
て
、
丹
波
道
主
命
の
系
譜
を
復
元
す
る
と
、
前
頁
の
図
の
よ
う
に
な
る
が
、
丹
波
道
主
命
に
か
か
わ
る
と
こ
ろ
だ
け
を
抜
萃
す
れ
ば
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。
開
化
天
皇
日
子
坐
王
丹
波
比
古
多
々
須
美
知
能
宇
斯
王
…
…
①
天
之
御
影
神
息
長
水
依
比
売
右
の
開
化
天
皇
記
の
系
譜
は
、
一
般
に
「
日
子
坐
王
系
譜
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
日
子
坐
王
を
始
祖
と
す
る
こ
の
系
譜
は
、『
古
事
記
』
に
の
み
み
え
る
一
大
系
譜
群
で
、
景けい
行こう
天
皇
記
が
載
せ
る
倭
や
ま
と
建
た
け
る
の
命みこと
系
譜
な
ど
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。『
日
本
書
紀
』
が
こ
の
系
譜
を
逸
し
て
い
る
の
は
、「
系
図
一
巻
」
に
譲
っ
た
か
ら
だ
と
云
わ
れ
て
い
る
が
（
18
）、「
系
図
一
巻
」
が
現
存
し
な
い
だ
け
に
、
詳
細
は
不
明
と
す
る
ほ
か
な
い
。
た
だ
、『
日
本
書
紀
』
に
日
子
坐
王
が
僅
か
二
箇
所
し
か
み
え
な
い
の
に
対
し
、『
古
事
記
』
が
こ
う
し
た
詳
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細
な
系
譜
を
掲
げ
て
い
る
の
は
、『
古
事
記
』
の
、
王
に
対
す
る
特
別
な
取
り
扱
い
を
よ
く
あ
ら
わ
し
て
い
る
（
ち
な
み
に
、『
新
撰
姓
氏
録
』
に
は
皇
別
氏
族
と
し
て
、
彦
坐
王
を
始
祖
と
す
る
氏
族
が
、
治
田
連
・
軽
我
孫
・
鴨
県
主
な
ど
十
九
氏
も
掲
げ
ら
れ
て
い
る
）。
も
っ
と
も
、
系
譜
自
体
は
た
ぶ
ん
に
擬
制
的
も
の
で
あ
り
、
系
譜
に
記
さ
れ
た
婚
姻
関
係
が
こ
と
ご
と
く
事
実
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
（
異
世
代
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
証
拠
で
あ
る
）。
塚
口
氏
は
（
19
）、
こ
の
系
譜
を
、
複
数
の
氏
族
に
よ
っ
て
、
長
い
歳
月
を
か
け
て
雪
ダ
ル
マ
式
に
形
成
さ
れ
て
き
た
も
の
と
分
析
し
て
お
ら
れ
る
が
、
し
た
が
う
べ
き
見
解
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
右
の
系
譜
で
は
、
日
子
坐
王
の
妃
四
人
と
そ
の
腹
に
生
ま
れ
た
子
十
五
人
を
列
挙
し
た
あ
と
、「
凡
日
子
坐
王
之
子
并
十、
一、
王、
」
と
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
で
は
数
が
合
わ
な
い
。
そ
こ
で
、『
古
事
記
伝
』
を
は
じ
め
、
注
釈
書
は
お
お
む
ね
「
十、
五、
王、
」
の
謬
り
と
み
な
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
部
分
は
諸
本
に
異
同
も
な
く
、
も
と
か
ら
「
十
一
王
」
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
い
ち
が
い
に
誤
記
や
数
え
間
違
い
と
は
云
え
な
い
。
あ
る
い
は
、
系
譜
形
成
の
あ
る
段
階
で
は
日
子
坐
王
の
子
を
十
一
人
と
す
る
帝
紀
の
所
伝
が
あ
り
、『
古
事
記
』
は
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
で
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
と
こ
ろ
で
、『
日
本
書
紀
』
は
、
丹
波
道
主
命
の
出
自
に
つ
い
て
、
こ
の
日
子
坐
王
系
譜
と
は
異
な
る
所
伝
を
伝
え
て
い
る
。
さ
き
に
、
彼
の
出
自
に
関
す
る
垂
仁
天
皇
紀
の
分
注
を
引
い
た
が
、
こ
の
注
の
後
半
に
は
「
一
云
。
彦
湯
産
隅
王
之
子
也
」
と
い
う
異
伝
が
記
さ
れ
て
い
た
。
彦ひこ
湯ゆ
産む
隅
王
す
み
の
み
こ
に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
開
化
天
皇
紀
六
年
正
月
甲
寅
条
に
、
先
レ
是
。
天
皇
。
納
二
丹
波
竹
野
媛
一
為
レ
妃
。
生
二
彦
湯
産
隅
命
一。
亦
名
彦
蒋
簀
命
。
次
妃
和
珥
臣
遠
祖
姥
津
命
之
妹
姥
津
媛
生
二
彦
坐
王
一。
（
上
巻
二
三
三
頁
）
と
記
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
開
化
天
皇
記
に
も
、
此
天
皇
娶
二
旦
波
之
大
県
主
、
名
由
碁
理
之
女
、
竹
野
比
売
一
生
御
子
、
比
古
由
牟
須
美
命
一
柱
。
此
王
名
以
レ
音
。
（
一
八
一
頁
）
と
あ
る
の
で
、
こ
れ
に
「
一
云
」
を
接
合
す
る
と
、
「
四
道
将
軍
伝
承
」
再
論
（
荊
木
）
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姥
津
媛
彦
坐
王
開
化
天
皇
彦
湯
産
隅
王
丹
波
道
主
命
…
…
②
由
碁
理
丹
波
竹
野
媛
と
い
う
系
譜
が
復
元
で
き
る
。
こ
の
系
譜
は
、
丹
波
道
主
命
を
日
子
坐
王
の
子
と
す
る
①
と
は
い
ち
じ
る
し
く
異
な
る
。
い
ず
れ
を
是
と
す
る
か
は
か
ん
た
ん
に
決
め
ら
れ
な
い
が
、
こ
う
し
た
異
伝
の
あ
る
こ
と
は
、
か
な
ら
ず
し
も
日
子
坐
王
系
譜
が
唯
一
絶
対
の
所
伝
で
は
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
丹
波
道
主
命
の
父
を
日
子
坐
王
と
す
る
所
伝
は
、
記
紀
と
も
に
こ
れ
を
記
す
が
、
そ
の
詳
細
を
掲
げ
た
日
子
坐
王
系
譜
に
よ
れ
ば
、
日
子
坐
王
が
近ちかつ
淡おう
海み
の
御み
上かみの
祝はふり
の
斎いつ
く
天あめ
御のみ
影
神
か
げ
の
か
み
の
女
の
息
長
お
き
な
が
の
水みず
依より
比ひ
売め
を
娶
っ
て
丹たん
波ばの
比ひ
古こ
多た
た々
須す
美み
知ち
能の
宇う
斯しの
王みこ
を
は
じ
め
、
水みず
穂ほ
之の
真ま
若
王
わ
か
の
み
こ
・
神かみ
大おお
根ねの
王みこ
（
八や
瓜つりの
入いり
日ひ
子この
王みこ
）・
水みず
穂ほの
五い
百お
依より
比ひ
売め
・
御み
井い
津つ
比ひ
売め
の
五
人
を
生
ん
だ
と
い
う
。
山
城
南
部
か
ら
大
和
東
北
部
に
か
け
て
の
地
名
を
冠
し
た
人
物
を
数
多
く
ふ
く
む
、
こ
の
系
譜
群
は
、
六
世
紀
以
前
の
あ
る
時
期
に
お
け
る
和
珥
・
息
長
・
春
日
氏
な
ど
の
地
域
的
集
団
の
ま
と
ま
り
を
示
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
な
か
で
も
、
息
長
水
依
比
売
の
系
統
は
、
近
江
南
部
と
の
か
か
わ
り
が
深
い
（
20
）。
こ
の
流
派
に
つ
い
て
、
三み
品しな
彰あき
英ひで
氏
は
、
近
江
国
野や
洲す
郡
三
上
郷
附
近
を
始
祖
発
祥
の
地
と
す
る
息
長
氏
が
、
中
央
の
政
治
と
は
無
関
係
に
、
自
家
の
始
祖
伝
説
と
し
て
語
り
伝
え
て
い
た
も
の
だ
と
推
測
し
（
21
）、
塚
口
氏
は
、
三
上
山
附
近
に
盤
踞
し
て
い
た
安
直
や
す
の
あ
た
い
氏
の
伝
え
た
伝
承
で
あ
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
お
ら
れ
る
（
22
）。
い
ず
れ
が
正
し
い
か
は
判
断
が
む
つ
か
し
い
が
、
こ
う
し
た
息
長
氏
系
の
系
譜
の
な
か
に
、
丹、
波、
比
古
多
々
須
美
知
能
宇
斯
王
と
丹、
波、
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之
河
上
之
摩
須
郎
の
女
の
婚
姻
や
、
そ
こ
に
生
ま
れ
た
四
子
の
こ
と
が
み
え
る
の
は
、
い
さ
さ
か
違
和
感
を
覚
え
る
。
あ
る
い
は
、
な
ん
ら
か
の
理
由
で
、
息
長
水
依
比
売
の
系
統
に
丹
波
比
古
多
々
須
美
知
能
宇
斯
王
の
そ
れ
が
組
み
込
ま
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。『
日
本
書
紀
』
は
、
息
長
水
依
比
売
と
丹
波
比
古
多
々
須
美
知
能
宇
斯
王
の
婚
姻
に
つ
い
て
の
べ
る
と
こ
ろ
が
な
い
の
で
、
丹
波
比
古
多
々
須
美
知
能
宇
斯
王
（
及
び
そ
の
子
）
と
、
他
の
四
子
（
水
穂
之
真
若
王
・
神
大
根
王
〈
八
瓜
入
日
子
王
〉・
水
穂
五
百
依
比
売
・
御
井
津
比
売
）
に
つ
い
て
は
、
系
譜
の
担
い
手
が
別
々
に
存
在
し
た
可
能
性
も
想
定
で
き
よ
う
。
さ
き
に
、
系
譜
の
成
立
過
程
で
、
日
子
坐
王
の
子
を
十
一
人
と
す
る
所
伝
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
臆
説
を
の
べ
た
が
、
こ
と
に
よ
る
と
、
こ
の
人
数
は
、
息
長
水
依
比
売
の
系
統
の
う
ち
、
水
穂
之
真
若
王
・
神
大
根
王
（
八
瓜
入
日
子
王
）・
水
穂
五
百
依
比
売
・
御
井
津
比
売
の
四
人
を
除
い
た
数
を
云
う
の
か
も
知
れ
な
い
（
23
）。
も
っ
と
も
、
こ
れ
は
、
確
た
る
根
拠
が
あ
っ
て
の
主
張
で
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
附
会
の
疑
い
が
捨
て
切
れ
な
い
。
そ
う
な
る
と
、「
一
云
」
の
所
伝
の
ほ
う
を
是
と
す
る
考
え
も
成
立
の
餘
地
が
残
る
（
24
）。
た
だ
、
日
子
坐
王
―
丹
波
道
主
命
と
い
う
父
子
関
係
は
、
開
化
天
皇
記
・
開
化
天
皇
紀
・
垂
仁
天
皇
紀
に
共
通
す
る
、
い
わ
ば
正
伝
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
系
譜
は
、
後
代
の
天
皇
に
繋
が
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
開
化
天
皇
記
の
、
由
碁
理
―
竹
野
比
売
―
比
古
由
牟
須
美
命
と
い
う
系
譜
や
、
開
化
天
皇
紀
の
、
丹
波
竹
野
媛
―
彦
湯
産
隅
王
と
い
う
所
伝
は
孤
立
的
で
あ
る
。「
一
云
」
が
な
け
れ
ば
、
後
代
の
天
皇
に
は
接
続
し
な
い
。
だ
と
す
る
と
、
日
子
坐
王
系
系
譜
と
由
碁
理
系
系
譜
は
、
本
来
別
の
も
の
で
あ
り
、「
一
云
」
の
伝
承
荷
担
者
は
、
彦
湯
産
隅
王
を
丹
波
道
主
命
の
父
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
四
道
将
軍
伝
承
」
再
論
（
荊
木
）
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由
碁
理
系
一
族
の
尊
貴
性
を
主
張
し
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
丹
波
道
主
命
は
、
丹
波
を
平
定
し
た
英
雄
的
存
在
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
た
か
ら
、「
一
云
」
の
伝
承
者
は
、
そ
れ
を
箔
付
け
に
利
用
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
（
25
）。
四
、「
丹
波
道
主
命
」「
吉
備
津
彦
」
へ
の
疑
問
さ
て
、
話
を
ふ
た
た
び
『
日
本
書
紀
』
の
四
道
将
軍
派
遣
の
伝
承
に
戻
す
と
、
丹
波
道
主
命
の
丹
波
派
遣
に
関
し
て
は
、
い
さ
さ
か
腑
に
落
ち
な
い
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
丹、
波、
道
主
命
と
名
乗
る
人
物
が
、
丹、
波、
地
方
の
平
定
の
た
め
に
中
央
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。「
丹
波
」
と
い
う
地
名
は
、
こ
の
地
方
を
支
配
し
た
こ
と
に
因
む
も
の
だ
か
ら
、
こ
こ
に
派
遣
さ
れ
た
王
族
が
、
は
じ
め
か
ら
丹
波
を
名
乗
っ
て
い
た
と
は
考
え
が
た
い
。
こ
れ
と
同
じ
こ
と
は
、
西
道
に
派
遣
さ
れ
た
吉
備
津
彦
に
も
云
え
る
。
吉、
備、
津
彦
も
、
吉
備
地
方
を
支
配
し
て
い
た
こ
と
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
な
名
だ
が
、『
日
本
書
紀
』
に
よ
れ
ば
、
在
地
の
豪
族
で
は
な
く
、
中
央
か
ら
派
遣
さ
れ
た
王
族
だ
と
い
う
。
津
田
氏
が
、
丹
波
や
吉
備
へ
の
王
族
の
派
遣
伝
承
を
、「
経
略
す
べ
き
土
地
か
ら
其
の
任
に
当
る
将
軍
の
名
を
作
っ
て
来
た
物
語
」
と
さ
れ
た
の
も
（
26
）、
こ
れ
ら
の
人
名
に
作
為
性
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
吉
備
津
彦
の
場
合
、
丹
波
道
主
命
と
は
少
し
趣
が
異
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
さ
き
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
崇
神
天
皇
記
に
は
吉
備
津
彦
派
遣
の
こ
と
は
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
ま
っ
た
く
缺
落
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
孝
霊
天
皇
記
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
事
が
み
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。大
倭
根
子
日
子
賦
斗
邇
命
坐
二
黒
田
廬
戸
宮
一、
治
二
天
下
一
也
。
此
天
皇
（
中
略
）
又
娶
二
意
富
夜
麻
登
玖
邇
阿
礼
比
売
命
一
生
御
子
、
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夜
麻
登
登
母
々
曾
毘
売
命
、
次
日
子
刺
肩
別
命
、
次
比
古
伊
佐
勢
理
毘
古
命
、
亦
名
大
吉
備
津
比
古
命
、
次
倭
飛
羽
矢
若
屋
比
売
四柱
。
又
娶
二
阿
礼
比
売
命
之
弟
、
蝿
伊
呂
杼
一
生
御
子
、
日
子
寤
間
命
、
次
若
日
子
建
吉
備
津
日
子
命
二柱
。
此
天
皇
之
御
子
等
并
八
柱
。
男
王
五
、
女
王
三
。
（
中
略
）
大
吉
備
津
日
子
命
与
二
若
建
吉
備
津
日
子
命
一
二
柱
相
副
而
、
於
二
針
間
氷
河
之
前
一、
居
二
忌
瓮
一
而
、
針
間
為
二
道
口
一
以
、
言
二
向
和
吉
備
国
一
也
。
故
、
此
大
吉
備
津
日
子
命
者
、
吉
備
上
道
臣
之
祖
也
。
次
若
日
子
建
吉
備
津
日
子
命
者
、
吉
備
下
道
臣
・
笠
臣
祖
。
次
日
子
寤
間
命
者
、
針
間
牛
鹿
臣
之
祖
也
。
次
日
子
刺
肩
別
命
者
、
高
志
之
利
波
臣
・
豊
国
之
国
前
臣
・
五
百
原
君
・
角
鹿
済
直
之
祖
也
。
（
一
七
五
頁
）
こ
れ
が
、
若
干
の
異
同
は
あ
っ
て
も
（『
日
本
書
紀
』
で
は
、
吉
備
津
彦
の
み
）、
崇
神
天
皇
紀
の
吉
備
津
彦
の
西
道
派
遣
の
伝
承
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
容
易
に
想
像
が
つ
く
。
し
か
し
、『
古
事
記
』
は
、
そ
れ
を
三
代
前
の
孝
霊
天
皇
の
時
代
の
こ
と
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
四
道
将
軍
伝
承
が
、
最
初
は
、
か
な
ら
ず
し
も
ま
と
ま
っ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
ぎ
ゃ
く
に
云
え
ば
、
北
陸
・
東
海
・
丹
波
に
吉
備
（
西
道
）
が
加
わ
り
、
四、
道、
将
軍
伝
承
と
な
る
の
は
、
伝
承
の
完
成
さ
れ
た
姿
で
あ
り
、『
古
事
記
』
は
そ
こ
に
至
る
以
前
の
、
古
い
形
を
伝
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
（
27
）。
で
は
、
四
道
将
軍
と
し
て
各
地
に
赴
い
た
人
物
が
、
丹
波
や
吉
備
と
い
う
地
名
を
も
っ
て
呼
ば
れ
て
い
る
の
は
、
な
に
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
ろ
い
ろ
な
解
釈
が
あ
る
だ
ろ
う
が
、
筆
者
は
、
こ
れ
が
、
三
世
紀
末
か
ら
四
世
紀
に
か
け
て
各
地
に
赴
い
た
王
族
が
そ
こ
を
統
治
し
、
土
地
の
豪
族
の
娘
を
娶
っ
て
土
着
し
た
こ
と
に
拠
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
す
な
わ
ち
、
丹
波
道
主
命
や
吉
備
津
彦
の
名
を
も
っ
て
伝
え
ら
れ
る
王
族
は
、
交
渉
や
懐
柔
、
と
き
に
武
力
に
拠
り
つ
つ
、
丹
波
や
吉
備
を
支
配
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
（
崇
神
天
皇
記
に
「
各
和
二
平
所
レ
遣
之
国
政
一
」
と
あ
る
の
は
、
そ
う
し
た
行
為
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
）、
彼
ら
は
、
そ
の
ま
ま
現
地
に
留
ま
っ
た
た
め
、
支
配
地
の
地
名
を
冠
し
た
称
え
名
を
得
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
四
世
紀
代
に
丹
波
を
支
配
し
た
大
首
長
の
墳
墓
と
目
さ
れ
る
巨
大
な
前
方
後
円
墳
が
丹
「
四
道
将
軍
伝
承
」
再
論
（
荊
木
）
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後
半
島
に
残
る
こ
と
は
、
派
遣
さ
れ
た
王
族
将
軍
が
土
着
し
た
と
す
る
推
測
を
裏
づ
け
て
い
る
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
四
世
紀
の
丹
波
に
巨
大
な
前
方
後
円
墳
が
連
続
し
て
築
か
れ
て
い
る
が
（
28
）、
最
初
に
現
れ
る
の
が
白しら
米げ
山やま
古
墳
で
あ
る
。
こ
れ
が
四
世
紀
前
半
の
築
造
と
い
わ
れ
て
い
る
。
与
謝
野
町
に
あ
り
、
墳
丘
長
は
約
九
二
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
つ
い
で
出
現
す
る
の
が
、
お
な
じ
与
謝
野
町
に
あ
る
蛭えび
子す
山やま
古
墳
だ
が
、
こ
れ
が
四
世
紀
半
ば
の
築
造
と
云
わ
れ
て
い
る
。
墳
丘
も
巨
大
化
し
、
約
一
四
五
メ
ー
ト
ル
あ
る
（
29
）。
つ
い
で
、
四
世
紀
後
半
の
築
造
と
み
ら
れ
る
旧
網
野
町
の
網
野
銚
子
山
古
墳
（
墳
丘
長
約
一
九
八
メ
ー
ト
ル
）、
四
世
紀
末
の
築
造
と
さ
れ
る
旧
丹
後
町
の
神
明
山
し
ん
め
い
や
ま
古
墳
（
墳
丘
長
約
一
九
〇
メ
ー
ト
ル
）
が
相
次
い
で
あ
ら
わ
れ
る
（
30
）。
こ
れ
ら
の
古
墳
は
、
い
ず
れ
も
三
段
築
成
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
こ
の
タ
イ
プ
の
古
墳
は
王
族
墓
で
あ
る
可
能
性
が
大
き
く
、
古
墳
の
被
葬
者
と
ヤ
マ
ト
政
権
と
の
濃
厚
な
関
係
が
う
か
が
わ
れ
る
。
な
か
で
も
、
中
司
氏
に
よ
れ
ば
、
網
野
銚
子
山
古
墳
は
、
古
墳
自
体
の
特
徴
の
ほ
か
、
周
辺
に
お
け
る
分
布
遺
蹟
・
式
内
社
な
ど
か
ら
判
断
し
て
、
丹
波
道
主
命
の
伝
承
と
符
合
す
る
様
相
が
顕
著
で
あ
り
、
彼
の
墓
で
あ
る
蓋
然
性
が
高
い
と
い
う
（
31
）。
古
墳
の
被
葬
者
に
つ
い
て
は
慎
重
な
判
断
が
も
と
め
ら
れ
る
が
、
中
司
氏
が
あ
げ
た
論
拠
に
は
説
得
力
が
あ
る
の
で
、
筆
者
も
、
こ
れ
に
し
た
が
い
、
網
野
銚
子
山
古
墳
の
被
葬
者
は
、
丹
波
道
主
命
の
名
を
も
っ
て
呼
ば
れ
た
王
族
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
に
し
た
い
。
五
、
ヤ
マ
ト
政
権
と
丹
波
丹
波
の
政
治
集
団
が
、
は
や
く
か
ら
ヤ
マ
ト
政
権
の
支
配
下
に
入
り
、
密
接
な
関
係
を
有
っ
て
い
た
こ
と
は
、
記
紀
の
系
譜
的
記
載
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
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た
と
え
ば
、
さ
き
に
引
い
た
②
の
系
譜
で
は
、
開
化
天
皇
は
、
旦たに
波わ
の
大おお
県あがた
主ぬし
由ゆ
碁ご
理り
の
女
で
あ
る
竹たか
野の
比ひ
売め
を
娶
り
（「
竹
野
」
は
丹
後
国
竹
野
郡
の
地
名
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
）、
比ひ
古こ
由ゆ
牟む
須す
美みの
命みこと
（『
日
本
書
紀
』
で
は
彦
湯
産
隅
命
）
を
生
ん
だ
と
い
う
か
ら
（
こ
の
関
係
自
体
は
、
開
化
天
皇
紀
六
年
正
月
甲
寅
条
に
も
「
先
レ
是
。
天
皇
。
納
二
丹
波
竹
野
媛
一
為
レ
妃
。
生
二
彦
湯
産
隅
命
一。
亦
名
彦
蒋
簀
命
。
」
と
あ
る
〈
上
巻
、
二
三
三
頁
〉）、
こ
れ
に
し
た
が
え
ば
、
す
で
に
開
化
天
皇
の
時
代
か
ら
、
ヤ
マ
ト
政
権
の
最
高
首
長
は
、
丹
波
の
県
主
家
と
婚
姻
関
係
を
結
ん
で
い
た
こ
と
に
な
る
。
上
田
氏
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
県
主
家
出
身
の
后
妃
伝
承
の
な
か
で
、
大
和
以
外
で
は
こ
の
「
旦
波
の
大
県
主
」
が
唯
一
の
例
な
の
で
、
ま
っ
た
く
の
伝
承
と
し
て
簡
単
に
片
付
け
て
し
ま
う
こ
と
は
で
き
な
い
（
32
）。
し
か
も
、
由
碁
理
は
県
主
だ
っ
た
と
い
う
の
だ
か
ら
、
ヤ
マ
ト
政
権
の
支
配
が
遅
く
と
も
開
化
天
皇
朝
に
は
丹
波
た
と
え
丹
波
全
域
に
及
ぶ
も
の
で
は
な
い
に
し
て
も
に
及
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
丹
波
と
ヤ
マ
ト
政
権
の
か
か
わ
り
は
、
日
子
坐
王
系
譜
に
も
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
系
譜
の
な
か
に
は
、「
丹
波
比
古
多
々
須
美
知
能
宇
斯
王
」
以
外
に
も
、「
丹たに
波わ
之の
河かわ
上かみ
之の
摩ま
須すの
郎
い
ら
つ
め
の
女むすめ
」「
丹たに
波わの
阿あ
治じ
佐さ
波わ
毘ひ
売め
」
と
い
っ
た
「
丹
波
」
を
冠
し
た
人
物
が
み
え
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
ほ
か
に
も
「
此
王
娶
二
丹
波
之
遠
津
臣
之
女
、
名
高
材
比
売
一、
生
子
、
息
長
宿
禰
王
」
と
あ
っ
て
、
丹
波
ゆ
か
り
の
人
名
が
登
場
す
る
。
さ
き
に
も
の
べ
た
よ
う
に
、
系
譜
に
み
え
る
婚
姻
関
係
が
こ
と
ご
と
く
史
実
だ
と
い
う
つ
も
り
は
な
い
が
（
た
と
え
ば
、
山
代
之
大
筒
木
真
若
王
が
同
母
弟
伊
理
泥
王
の
女
の
丹
波
能
阿
治
佐
波
毘
売
を
娶
っ
た
と
あ
る
の
は
、
異
世
代
婚
で
疑
わ
し
い
）、
ヤ
マ
ト
政
権
と
丹
波
の
政
治
集
団
の
結
び
つ
き
は
、
こ
う
し
た
系
譜
に
も
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
垂
仁
天
皇
紀
五
年
十
月
己
卯
朔
条
に
よ
れ
ば
、
垂
仁
天
皇
は
、
后
妃
の
狭
穂
姫
が
兄
の
狭
穂
彦
王
の
謀
反
に
加
担
し
て
自
害
す
る
ま
え
に
、
願
妾
所
掌
後
宮
之
事
。
宜
授
二
好
仇
一。
其
丹
波
国
有
二
五
婦
人
一。
志
並
貞
潔
。
是
丹
波
道
主
王
之
女
也
。（
上
巻
、
二
六
五
頁
）
「
四
道
将
軍
伝
承
」
再
論
（
荊
木
）
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と
遺
言
し
た
こ
と
を
諾
れ
て
、
日
葉
酢
媛
ら
丹
波
道
主
命
の
五
人
の
娘
（『
古
事
記
』
で
は
四
人
と
あ
り
、
名
前
も
若
干
異
同
が
あ
る
）
を
召
し
入
れ
た
と
い
う
が
、
こ
れ
な
ど
も
、
垂
仁
天
皇
朝
に
お
け
る
両
者
の
関
係
を
よ
く
伝
え
た
逸
話
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
更
め
て
、『
古
事
記
』
が
、
丹
波
派
遣
を
日
子
坐
王
の
事
蹟
と
し
て
い
る
点
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
さ
き
に
引
い
た
日
子
坐
王
系
譜
か
ら
、
王
を
中
心
に
、
大
和
北
部
・
山
城
南
部
・
近
江
南
部
の
政
治
集
団
が
一
つ
の
ま
と
ま
り
を
な
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
が
、
こ
の
王
の
実
在
性
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
。
し
か
し
、
か
な
ら
ず
し
も
架
空
の
人
物
だ
と
は
言
い
切
れ
な
い
と
思
う
。
な
ぜ
な
ら
、
日
子
坐
王
的
人
物
が
実
在
し
た
と
す
れ
ば
、
彼
に
相
応
し
い
墓
が
上
記
の
地
域
内
に
あ
っ
て
然
る
べ
き
だ
が
、
当
該
エ
リ
ア
に
は
ま
さ
に
そ
の
条
件
に
適
う
椿つば
井い
大おお
塚つか
山やま
古
墳
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
（
33
）。
椿
井
大
塚
山
古
墳
（
京
都
府
山
城
町
）
は
、
墳
丘
長
一
七
五
㍍
の
、
前
方
部
が
撥
型
に
ひ
ら
く
前
方
後
円
墳
で
、
築
造
年
代
は
集
成
編
年
2
期
と
推
定
さ
れ
る
。
規
模
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
高
さ
三
㍍
を
超
え
る
竪
穴
石
槨
か
ら
は
、
各
地
で
同
笵
鏡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
三
角
縁
神
獣
鏡
三
十
二
面
以
上
を
は
じ
め
と
す
る
、
豊
富
な
副
葬
品
が
出
土
し
、
広
域
に
わ
た
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
誇
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
日
子
坐
王
を
彷
彿
さ
せ
る
。
椿
井
大
塚
山
古
墳
の
被
葬
者
に
つ
い
て
は
、
崇
神
天
皇
朝
に
謀
反
を
起
こ
し
た
武
埴
安
彦
を
あ
て
る
小
林
行
雄
氏
の
説
も
あ
る
が
（
34
）、
反
逆
者
と
し
て
官
軍
に
殺
害
さ
れ
た
武
埴
安
彦
が
、
あ
の
よ
う
な
大
規
模
の
墳
墓
を
残
し
え
た
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。
や
は
り
、
日
子
坐
王
の
ほ
う
が
妥
当
だ
と
思
う
が
、
た
だ
、
そ
う
考
え
る
と
、
日
子
坐
王
は
、
丹
波
に
赴
き
そ
の
ま
ま
土
着
し
た
と
い
う
王
族
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
一
致
し
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
筆
者
は
、『
日
本
書
紀
』
の
記
す
と
お
り
、
丹
波
平
定
は
丹
波
の
名
を
冠
す
る
丹
波
道
主
命
の
事
蹟
と
す
る
の
が
正
伝
だ
と
考
え
て
い
る
。
で
は
、
丹
波
へ
派
遣
さ
れ
た
人
物
に
こ
う
し
た
異
伝
が
生
じ
た
の
は
、
い
か
な
る
理
由
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
詳
細
は
あ
き
ら
か
に
し
が
た
い
が
、
思
う
に
、
二
人
が
父
子
で
あ
っ
た
こ
と
が
原
因
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
も
と
は
丹
波
道
主
命
の
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事
蹟
で
あ
っ
た
も
の
が
、
伝
承
の
過
程
で
父
の
日
子
坐
王
の
そ
れ
に
収
斂
さ
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
日
子
坐
王
も
、
そ
の
系
譜
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
初
期
ヤ
マ
ト
政
権
に
お
け
る
有
力
王
族
で
あ
り
、
な
お
か
つ
、
丹
波
と
も
つ
な
が
り
を
有
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
彼
に
か
け
て
語
る
異
伝
が
生
じ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
六
、
吉
備
派
遣
に
つ
い
て
と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
丹
波
道
主
命
と
よ
く
似
て
い
る
の
が
、
さ
き
に
も
少
し
く
ふ
れ
た
吉
備
津
彦
で
あ
る
。
吉
備
津
彦
の
名
前
は
、
孝
霊
天
皇
紀
二
年
春
二
月
丙
寅
条
に
、
立
二
細
媛
命
一。
為
二
皇
后
一。
一
云
。
春
日
千
乳
早
山
香
媛
。
一
云
。
十
市
縣
主
等
祖
女
眞
舌
媛
也
。
后
生
二
大
日
本
根
子
彦
国
牽
天
皇
一。
妃
倭
国
香
媛
。
亦
名
絙
某
姉
。
生
二
倭
迹
々
日
百
襲
姫
命
・
彦
五
十
狭
芹
彦
命
。
亦
名
吉
備
津
彦
命
。
倭
迹
々
稚
屋
姫
命
一。
亦
妃
絙
某
弟
。
生
二
彦
狭
嶋
命
・
稚
武
彦
命
一。
弟
稚
武
彦
命
。
是
吉
備
臣
之
始
祖
也
。（
上
巻
、
二
二
九
頁
）
と
あ
り
、
ま
た
、
さ
き
に
引
用
し
た
孝
霊
天
皇
記
の
記
載
に
も
、
孝
霊
天
皇
と
意お
富お
夜や
麻ま
登と
玖く
邇に
阿あ
礼れ
比ひ
売めの
命みこと
と
の
あ
い
だ
に
生
ま
れ
た
子
で
あ
る
と
い
う
系
譜
が
記
さ
れ
て
い
る
（
た
だ
し
、『
古
事
記
』
で
は
「
比
古
伊
佐
勢
理
毘
古
命
、
亦
名
大
吉
備
津
日
子
命
」
と
記
す
）。
こ
う
し
た
吉
備
津
彦
の
系
譜
的
記
載
の
う
ち
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、
記
紀
が
と
も
に
彦
五
十
狭
芹
彦
命
を
本、
名、
と
し
、
吉
備
津
彦
命
を
亦、
の、
名、
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
と
く
に
、
崇
神
天
皇
紀
十
年
九
月
丙
午
朔
甲
午
条
に
は
、
武
埴
安
彦
の
謀
反
の
平
定
に
あ
た
っ
た
人
物
と
し
て
「
彦
五
十
狭
芹
彦
命
」
の
名
が
み
え
て
い
る
の
で
、
や
は
り
、
こ
ち
ら
が
本
名
で
あ
っ
た
可
能
性
が
大
き
い
。
だ
と
す
る
と
、
吉
備
津
彦
命
と
い
う
別
名
は
、
吉
備
派
遣
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
の
推
測
が
成
り
立
つ
（
35
）。
彦
五
十
狭
芹
彦
命
も
、
吉
備
に
定
着
し
、
こ
の
地
方
に
君
臨
し
た
こ
と
に
よ
り
、
吉
備
津
彦
命
と
い
う
名
を
得
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
「
四
道
将
軍
伝
承
」
再
論
（
荊
木
）
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と
こ
ろ
で
、
崇
神
天
皇
紀
に
倭やまと
迹と
迹と
日ひ
百もも
襲そ
姫ひめの
命みこと
の
墓
と
記
さ
れ
て
い
る
箸
墓
古
墳
は
、
定
型
化
さ
れ
た
巨
大
前
方
後
円
墳
の
最
初
の
も
の
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
箸
墓
古
墳
と
、
吉
井
川
西
岸
に
位
置
す
る
浦うら
間ま
茶ちゃ
臼うす
山やま
古
墳
や
旭
川
東
岸
に
あ
る
操
み
さ
お
山やま
109
号
墳
・
網
浜
あ
み
の
は
ま
茶ちゃ
臼うす
山やま
古
墳
は
、
い
ず
れ
も
三
段
築
成
で
、
前
方
部
が
撥
型
に
ひ
ら
く
。
葺
石
・
埴
輪
を
完
備
し
、
し
か
も
、
都
月
型
特
殊
器
台
形
埴
輪
を
共
有
す
る
点
で
相
互
に
深
い
関
係
を
有
つ
（
36
）。
こ
れ
ら
の
古
墳
が
、
集
成
編
年
1
期
前
半
、
す
な
わ
ち
三
世
紀
に
ま
で
溯
る
こ
と
は
、
ヤ
マ
ト
政
権
と
吉
備
の
政
治
集
団
と
の
聯
繋
が
、
王
権
成
立
当
初
か
ら
存
在
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。『
古
事
記
』
が
大
吉
備
津
日
子
命
・
若
建
吉
備
津
日
子
命
の
吉
備
へ
の
派
遣
を
孝、
霊、
天、
皇、
朝、
の
こ
と
と
し
て
い
る
の
も
、
故
な
し
と
し
な
い
の
で
あ
る
。
中
司
氏
の
ご
教
示
に
よ
れ
ば
、
浦
間
茶
臼
山
古
墳
・
網
浜
茶
臼
山
古
墳
は
そ
れ
ぞ
れ
大
吉
備
津
日
子
命
・
若
日
子
建
吉
備
津
日
子
命
に
比
定
し
う
る
と
い
う
。
記
紀
の
古
伝
に
名
前
が
み
え
る
人
物
の
な
か
か
ら
、
こ
れ
ら
の
古
墳
の
被
葬
者
を
推
定
す
る
と
す
れ
ば
、
妥
当
な
見
解
で
は
な
い
か
と
思
う
。
つ
ぎ
に
、
こ
の
吉
備
津
彦
命
の
派
遣
記
事
に
か
か
わ
っ
て
、『
播
磨
国
風
土
記
』
の
伝
承
を
み
て
お
き
た
い
。
『
播
磨
国
風
土
記
』
印
南
郡
含
藝
里
条
に
は
（
37
）、
郡
南
海
中
有
二
小
嶋
一。
名
曰
二
南
毗
都
麻
一。
志
我
高
穴
穂
宮
御
宇
天
皇
御
世
、
遣
二
丸
部
臣
等
始
祖
比
古
汝
茅
、
令
レ
定
二
国
堺
一。
尓
時
、
吉
備
比
古
・
吉
備
比
賣
二
人
、
参
迎
。
於
レ
是
、
比
古
汝
茅
、
娶
二
吉
備
比
賣
一
生
児
、
印
南
別
嬢
。
此
女
端
正
、
秀
二
於
当
時
一。
尓
時
、
大
帶
日
古
天
皇
、
欲
レ
娶
二
此
女
一、
下
幸
行
之
。
別
嬢
聞
之
、
即
遁
二
度
件
嶋
一、
隠
居
之
。
故
曰
二
南
毗
都
麻
一。
と
あ
っ
て
、
成せい
務む
天
皇
朝
に
、
丸
部
わ
に
べ
の
臣おみ
ら
の
祖
先
で
あ
る
比ひ
古こ
汝な
茅むち
を
派
遣
し
て
、
国
の
堺
を
確
定
さ
せ
た
と
い
う
話
が
み
え
て
い
る
。
成
務
天
皇
紀
五
年
九
月
条
の
「
隔
二
山
河
一
而
分
二
国
県
一
」
と
い
う
記
述
が
あ
っ
て
（
38
）、
風
土
記
の
記
事
に
合
致
す
る
。
風
土
記
に
い
う
「
令
レ
定
二
国
堺
一。」
と
は
、
行
政
の
便
宜
の
た
め
の
区
劃
整
理
で
あ
っ
て
、
吉
備
比
古
・
吉
備
比
売
が
中
央
か
ら
の
使
者
を
「
参
迎
」
し
て
い
る
の
は
、「
大
和
朝
廷
に
帰
服
の
意
を
示
し
た
こ
と
」
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
（
39
）。
―20―
比
古
汝
茅
の
名
は
成
務
天
皇
紀
に
も
み
え
な
い
が
、
田
中
卓
氏
に
よ
れ
ば
、
駿
河
浅せん
間げん
神じん
社じゃ
大
宮
司
家
旧
蔵
の
「
和わ
邇に
部べ
氏し
系
図
」
に
は
「
彦
汝
命
」
の
名
が
み
え
る
と
い
う
（
40
）。
同
系
図
は
、
現
在
所
在
不
明
だ
が
、
加
藤
謙
吉
氏
ら
が
国
会
図
書
館
所
蔵
『
各
家
系
譜
』
な
ど
か
ら
復
元
し
た
系
図
に
よ
れ
ば
、
孝
昭
天
皇
に
は
じ
ま
り
、
彦
国
葺
命
―
大
口
納
命
―
彦
汝
命
―
印
南
別
嬢
命
と
続
き
、
彦
汝
命
の
譜
文
に
は
「
志
賀
高
穴
穂
大
宮
朝
天
皇
遣
二
彦
汝
命
於
針
間
国
一
定
二
国
境
一
」
と
み
え
て
い
る
（
41
）。
風
土
記
の
説
話
に
は
、
成
務
天
皇
朝
の
人
物
で
あ
る
比
古
汝
茅
の
娘
が
景
行
天
皇
の
妃
に
な
っ
た
と
す
る
な
ど
、
年
代
的
な
混
乱
も
あ
り
、
そ
の
ま
ま
で
は
史
実
と
認
め
が
た
い
。
し
か
し
、
ひ
と
ま
ず
景
行
・
成
務
天
皇
朝
ご
ろ
の
伝
承
と
と
ら
え
る
と
、
以
下
の
二
点
が
注
目
さ
れ
る
。
①
吉き
備び
比ひ
古こ
・
吉き
備び
比ひ
売め
の
二
人
が
比
古
汝
茅
を
奉
迎
し
、
彼
は
吉
備
比
売
を
娶
っ
た
。
②
両
者
の
出
会
い
は
、
吉
備
で
は
な
く
、
播
磨
国
印
南
郡
で
あ
っ
た
。
比
古
汝
茅
は
丸
部
臣
ら
の
始
祖
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
同
氏
は
皇
別
氏
族
で
あ
り
、
そ
の
始
祖
と
さ
れ
る
比
古
汝
茅
は
王
族
に
連
な
る
人
物
と
考
え
て
よ
い
。
風
土
記
は
、
そ
の
彼
が
吉
備
一
族
の
女
性
を
娶
っ
た
と
記
す
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
、
在
地
豪
族
（
な
い
し
は
、
す
で
に
土
着
し
て
い
る
王
族
の
末
裔
）
と
姻
戚
関
係
を
結
ん
で
王
族
が
土
着
す
る
あ
り
さ
ま
を
伝
え
た
伝
承
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
吉
備
の
政
治
集
団
が
、
他
の
地
域
に
先
駆
け
て
ヤ
マ
ト
政
権
と
結
ん
で
い
た
こ
と
は
さ
き
に
も
の
べ
た
と
お
り
だ
が
、
吉
備
に
か
か
わ
り
の
あ
る
王
族
の
こ
と
は
、
は
や
く
か
ら
文
献
に
も
登
場
す
る
。
た
と
え
ば
、
孝
安
天
皇
記
に
、
此
天
皇
娶
二
姪
忍
鹿
比
売
命
一
生
御
子
、
大、
吉、
備、
諸、
進、
命、
、
次
大
倭
根
子
日
子
賦
斗
邇
命
二
柱
。
自
レ
賦
下
三
字
以
レ
音
。
（
一
七
三
頁
）
と
あ
る
の
は
そ
の
早
い
例
だ
し
、
つ
づ
く
孝
霊
天
皇
記
に
も
、
天
皇
は
、
意
富
夜
麻
登
久
邇
阿
礼
比
売
を
娶
り
比
古
伊
佐
勢
理
毘
古
命
（
大
吉
備
津
比
古
命
）
を
、
阿
礼
比
売
命
の
弟
蝿
伊
呂
杼
を
娶
り
若
日
子
建
吉
備
津
日
子
命
を
、
そ
れ
ぞ
れ
も
う
け
た
と
あ
る
。
こ
の
二
人
が
針はり
間ま
の
氷
河
の
前
に
忌
瓮
い
わ
い
へ
を
据
え
て
針
間
を
道
口
（
吉
備
へ
の
入
り
口
）
と
し
て
吉
備
国
を
平
定
し
、
大おお
吉き
備び
津つ
比ひ
古この
命みこと
が
吉
備
の
上
「
四
道
将
軍
伝
承
」
再
論
（
荊
木
）
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道
臣
の
祖
先
、
若わか
日ひ
子こ
建たけ
吉き
備び
津つ
日ひ
子この
命みこと
が
吉
備
の
下
し
も
つ
道みちの
臣おみ
・
笠
か
さ
の
臣おみ
の
祖
先
と
な
っ
た
話
が
み
え
る
こ
と
は
、
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
風
土
記
に
み
え
る
印
南
別
嬢
も
、
お
そ
ら
く
は
、
景
行
天
皇
記
に
孝
霊
天
皇
皇
子
の
若
建
吉
備
津
日
子
の
女
と
し
て
み
え
る
針はり
間ま
之の
伊い
那な
毘び
能の
大おお
郎いら
女つめ
（
景
行
天
皇
紀
で
は
播
磨
稲
日
大
郎
姫
）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
孝
霊
天
皇
皇
子
の
孫
が
、
五
代
あ
と
の
景
行
天
皇
妃
に
な
っ
て
い
る
の
は
年
代
が
合
わ
な
い
が
、
景
行
天
皇
記
に
は
、
天
皇
は
、
伊
那
毘
能
大
郎
女
の
弟
伊い
那な
毘び
能の
若わか
郎いら
女つめ
も
妃
と
し
た
と
い
う
記
述
も
あ
る
の
で
（
こ
ち
ら
の
婚
姻
は
、
景
行
天
皇
紀
に
は
み
え
な
い
）、
こ
う
し
た
婚
姻
は
、
ヤ
マ
ト
政
権
と
吉
備
豪
族
の
あ
い
だ
で
繰
り
返
し
お
こ
な
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
（
42
）。
ち
な
み
に
、『
播
磨
国
風
土
記
』
賀
古
郡
条
に
は
、
印
南
別
嬢
が
亡
く
な
る
と
、
日
岡
に
比ひ
礼れ
墓はか
を
築
造
し
て
葬
っ
た
話
が
み
え
て
お
り
、
加
古
川
市
の
日ひ
岡おか
古
墳
群
の
日
岡
丘
陵
に
位
置
す
る
日ひ
岡おか
陵りょう
古
墳
（
褶
墓
と
も
）
が
、
こ
れ
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。
日
岡
山
に
位
置
す
る
日
岡
山
古
墳
群
（
日
岡
古
墳
群
）
は
、
日
岡
陵
古
墳
・
西
大
塚
古
墳
・
南
大
塚
古
墳
・
北
大
塚
古
墳
・
勅
ち
ょ
う
使し
塚づか
古
墳
な
ど
前
方
後
円
墳
五
基
と
円
墳
三
基
か
ら
な
り
、
一
般
に
は
、
日
岡
陵
古
墳
（
宮
内
庁
は
、
景
行
天
皇
皇
后
の
播
磨
稲
日
大
郎
姫
命
陵
に
治
定
）
が
も
っ
と
も
古
く
、
四
世
紀
後
半
の
築
造
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
日
岡
陵
（
八
〇
メ
ー
ト
ル
）
→
勅
使
塚
（
五
三
メ
ー
ト
ル
）
→
西
大
塚
（
七
七
メ
ー
ト
ル
）
→
南
大
塚
（
九
六
メ
ー
ト
ル
）
の
順
で
築
造
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
43
）。
し
か
し
な
が
ら
、
中
司
氏
に
よ
れ
ば
（
44
）、
古
墳
の
立
地
は
、
山
麓
平
地
→
丘
陵
先
端
→
丘
陵
頂
と
い
う
の
が
全
国
的
な
傾
向
で
あ
り
、
日
岡
陵
を
古
い
と
す
る
編
年
観
も
、
山
頂
立
地
の
古
墳
は
古
い
と
す
る
み
か
た
に
も
と
づ
く
誤
解
で
あ
る
と
い
う
。
日
岡
陵
は
、
宮
内
庁
測
量
図
に
よ
れ
ば
、
前
方
部
が
開
き
気
味
で
、
む
し
ろ
南
大
塚
・
西
大
塚
の
ほ
う
が
狭
い
感
が
あ
っ
て
、
こ
の
二
基
に
遅
れ
る
感
が
あ
る
（
た
だ
し
、
公
園
内
所
在
の
南
大
塚
・
西
大
塚
は
墳
丘
の
崩
壊
が
顕
著
で
、
前
方
部
な
ど
の
正
確
な
形
状
の
把
握
に
若
干
の
懸
念
が
残
る
）。
そ
こ
か
ら
判
断
す
る
と
、
ほ
か
の
地
方
の
古
墳
群
と
同
様
、
山
麓
の
平
地
（
南
大
塚
・
西
大
塚
）
→
丘
陵
上
（
日
岡
陵
）
と
い
う
築
造
順
が
想
定
で
き
る
（
勅
使
塚
は
や
や
小
型
で
、
墳
丘
こ
そ
古
相
だ
が
同
列
比
較
に
は
問
題
が
あ
る
）。
―22―
南
大
塚
・
西
大
塚
は
、
と
も
に
は
後
円
部
が
三
段
築
成
だ
が
（
日
岡
陵
は
二
段
か
）、
こ
う
し
た
墳
丘
を
有
す
る
古
墳
は
、
前
述
の
と
お
り
、
大
王
家
一
族
や
皇
別
氏
族
の
前
身
一
族
、
も
し
く
は
大
王
家
に
娘
を
差
し
出
す
な
ど
し
て
姻
族
と
な
っ
た
豪
族
が
被
葬
者
で
あ
る
。
さ
き
に
み
た
景
行
天
皇
記
や
景
行
天
皇
紀
、
そ
し
て
『
播
磨
国
風
土
記
』
に
は
、
印
南
地
方
の
政
治
集
団
か
ら
妃
が
出
た
と
い
う
伝
承
が
み
え
て
い
る
の
で
、
こ
こ
に
い
う
比
礼
墓
は
、
南
大
塚
か
西
大
塚
の
い
ず
れ
か
に
比
定
し
う
る
可
能
性
が
大
き
い
。
個
々
の
古
墳
の
被
葬
者
に
つ
い
て
は
今
後
の
研
究
に
委
ね
る
部
分
が
少
な
く
な
い
、
こ
う
し
た
日
岡
山
古
墳
群
の
あ
り
か
た
は
、
景
行
天
皇
朝
、
す
な
わ
ち
四
世
紀
後
半
に
は
ヤ
マ
ト
政
権
の
勢
力
が
す
で
に
加
古
川
流
域
に
ま
で
伸
び
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
吉
備
比
古
・
吉
備
比
売
が
印
南
郡
附
近
で
比
古
汝
茅
を
奉
迎
し
た
と
い
う
風
土
記
の
伝
承
は
、
吉
備
の
勢
力
が
東
播
地
方
に
ま
で
伸
び
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
云
え
よ
う
（
45
）。
お
わ
り
に
以
上
、
き
わ
め
て
粗
略
な
論
述
で
は
あ
る
が
、
記
紀
の
四
道
将
軍
伝
承
の
史
実
性
に
つ
い
て
再
考
し
て
き
た
。
こ
こ
で
か
ん
た
ん
に
総
括
し
て
お
く
。
ま
ず
、
崇
神
天
皇
紀
に
み
え
る
四
道
将
軍
伝
承
は
、
こ
の
説
話
の
完
成
し
た
形
で
あ
っ
て
、
も
と
か
ら
こ
の
よ
う
な
整
っ
た
形
で
は
な
か
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
大
彦
命
・
武
渟
川
別
の
伝
承
に
つ
い
て
は
、
お
そ
ら
く
、
大
和
盆
地
東
南
部
に
拠
点
を
も
っ
て
い
た
豪
族
が
、
そ
の
武
力
を
背
景
に
北
陸
や
東
海
地
方
に
進
ん
だ
史
実
が
核
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
と
く
に
北
陸
方
面
に
大
彦
命
の
後
裔
氏
族
の
痕
跡
が
確
認
で
き
る
こ
と
は
、
そ
れ
を
裏
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。
大
彦
命
・
武
渟
川
別
は
、
各
地
を
平
定
し
、
そ
こ
に
一
族
や
配
下
の
も
の
を
留
ま
「
四
道
将
軍
伝
承
」
再
論
（
荊
木
）
―23―
ら
せ
、
大
和
に
帰
還
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
会
津
坂
下
町
に
亀
ヶ
森
古
墳
が
あ
る
こ
と
は
、『
古
事
記
』
の
相
津
遭
遇
譚
が
作
り
話
で
は
な
い
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
丹
波
道
主
命
や
吉
備
津
彦
は
、
派
遣
先
で
土
豪
と
の
あ
い
だ
に
姻
戚
関
係
を
結
ぶ
な
ど
し
て
そ
の
ま
ま
土
着
し
た
と
み
ら
れ
る
。
現
地
に
残
る
巨
大
前
方
後
円
墳
は
、
彼
ら
の
奥
津
城
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
ら
が
地
名
を
冠
し
た
名
前
を
も
っ
て
呼
ば
れ
た
の
は
、
派
遣
先
に
定
着
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
王
族
将
軍
の
派
遣
は
、
そ
れ
ぞ
れ
時
期
も
異
な
り
、
し
た
が
っ
て
、
伝
承
の
成
立
も
一
様
で
は
な
か
っ
た
が
、
や
が
て
「
四
道
将
軍
」
伝
承
と
い
う
形
で
、
崇
神
天
皇
朝
の
内
外
平
定
伝
承
に
収
斂
さ
れ
て
い
く
。
こ
う
し
た
伝
承
の
統
合
は
、
崇
神
天
皇
朝
が
、
ヤ
マ
ト
政
権
の
王
権
発
達
史
の
な
か
で
大
き
な
劃
期
で
あ
っ
た
と
い
う
歴
史
認
識
に
拠
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
『
古
事
記
』
が
吉
備
制
圧
を
孝
霊
天
皇
朝
に
か
け
て
語
る
の
は
、
ヤ
マ
ト
政
権
が
、
実
際
に
は
や
く
か
ら
吉
備
と
交
渉
を
有
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
考
古
学
的
に
み
て
も
、
吉
備
が
ヤ
マ
ト
政
権
成
立
の
段
階
か
ら
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
は
疑
う
餘
地
の
な
い
事
実
で
あ
り
、
孝
霊
天
皇
記
の
記
事
も
、
そ
う
し
た
史
実
を
反
映
し
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
っ
ぽ
う
、
丹
波
に
つ
い
て
は
、
こ
の
地
方
の
こ
と
が
記
紀
に
登
場
す
る
の
は
開
化
天
皇
朝
か
ら
で
あ
り
、
ヤ
マ
ト
政
権
と
の
同
盟
関
係
の
締
結
は
、
吉
備
よ
り
は
遅
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
旧
稿
で
は
、
丹
波
道
主
命
や
吉
備
津
彦
が
冠
す
る
地
名
は
、
彼
ら
が
在
地
の
豪
族
で
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
も
の
で
、
そ
れ
が
や
が
て
中
央
か
ら
派
遣
さ
れ
た
王
族
の
よ
う
に
語
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
し
か
し
、
吉
備
や
丹
波
の
三
段
築
成
の
巨
大
な
前
方
後
円
墳
は
隔
絶
し
た
存
在
で
あ
り
、
在
地
豪
族
が
造
営
し
う
る
レ
ベ
ル
の
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
こ
と
が
わ
か
る
と
、
彼
ら
を
土
豪
と
み
る
旧
説
に
は
無
理
が
あ
る
と
判
断
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
丹
波
道
主
命
や
吉
備
津
彦
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
に
土
着
し
た
か
ら
、
そ
の
意
味
で
は
「
在
地
性
」
と
い
う
表
現
も
間
違
い
で
は
な
い
の
だ
―24―
が
、
や
は
り
、
記
紀
の
記
す
と
お
り
、
大
和
か
ら
赴
い
た
王
族
だ
っ
た
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
今
更
の
変
説
は
忸
怩
た
る
も
の
が
あ
る
が
、
こ
こ
に
修
正
案
を
開
陳
し
、
博
雅
の
ご
批
正
を
乞
う
次
第
で
あ
る
。
武
埴
安
彦
の
叛
乱
伝
承
と
大
彦
命
・
武
渟
川
別
の
関
係
な
ど
、
論
じ
残
し
た
点
も
あ
る
が
（
46
）、
与
え
ら
れ
た
紙
幅
も
尽
き
た
の
で
、
ひ
と
ま
ず
こ
こ
で
擱
筆
し
た
い
。
〔
附
記
〕
小
論
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
塚
口
義
信
先
生
と
中
司
照
世
先
生
の
お
二
人
か
ら
多
大
な
ご
教
示
を
た
ま
わ
っ
た
。
旧
稿
の
補
訂
版
を
こ
の
よ
う
な
形
で
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
ひ
と
え
に
両
先
生
の
お
か
げ
で
あ
る
。
い
つ
に
渝
ら
ぬ
ご
芳
情
に
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
注
（
1
）
以
下
、「
―
天
皇
」
な
い
し
は
「
―
天
皇
朝
」
な
ど
の
表
記
を
用
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
便
宜
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。
（
2
）
以
下
、
人
名
表
記
は
便
宜
的
に
『
日
本
書
紀
』
の
そ
れ
を
採
用
す
る
。
た
だ
し
、『
古
事
記
』
に
の
み
詳
細
な
記
述
の
残
る
日
子
坐
王
に
つ
い
て
は
、
『
古
事
記
』
の
表
記
を
採
っ
た
。
（
3
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
塚
口
義
信
「
初
期
大
和
政
権
と
オ
ホ
ビ
コ
の
伝
承
」（
横
田
健
一
編
『
日
本
書
紀
研
究
』
第
十
四
冊
〈
塙
書
房
、
昭
和
六
十
二
年
二
月
〉
所
収
）
一
七
八
～
一
八
〇
頁
。
（
4
）『
日
本
書
紀
』
は
坂
本
太
郎
他
校
注
日
本
古
典
文
学
大
系
『
日
本
書
紀
』
上
・
下
（
岩
波
書
店
、
昭
和
四
十
二
年
三
月
・
同
四
十
年
七
月
）
の
掲
げ
る
原
文
を
底
本
と
し
た
。
末
尾
の
括
弧
内
の
数
字
は
、
当
該
頁
を
示
す
。
な
お
、
句
読
点
は
適
宜
改
め
た
。
（
5
）
後
述
の
よ
う
に
、
筆
者
は
、
四
道
将
軍
と
し
て
各
地
に
散
っ
て
い
っ
た
王
族
の
う
ち
、
丹
波
や
吉
備
に
赴
い
た
人
々
は
そ
の
後
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
に
土
着
し
た
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
崇
神
天
皇
紀
十
一
年
夏
四
月
壬
子
朔
己
卯
条
の
帰
還
記
事
を
額
面
ど
お
り
受
け
取
る
と
、
四
道
将
軍
は
大
和
に
「
四
道
将
軍
伝
承
」
再
論
（
荊
木
）
―25―
戻
っ
て
き
た
こ
と
に
な
る
が
、
筆
者
は
、
崇
神
天
皇
紀
の
一
連
の
記
事
は
、
任
命
→
出
発
→
帰
還
・
復
命
と
い
う
首
尾
一
貫
し
た
形
に
整
え
ら
れ
た
も
の
だ
か
ら
、
こ
れ
を
拠
り
ど
こ
ろ
に
、
す
べ
て
の
王
族
が
帰
還
し
た
と
考
え
る
必
要
は
な
い
思
う
。
（
6
）
荻
原
浅
男
・
鴻
巣
隼
雄
校
注
日
本
古
典
文
学
全
集
1
『
古
事
記
上
代
歌
謡
』（
小
学
館
、
昭
和
四
十
八
年
十
一
月
、『
古
事
記
』
の
校
注
・
訳
は
荻
原
氏
）
の
掲
げ
る
原
文
を
底
本
と
し
、
文
注
の
体
裁
を
改
め
た
。
末
尾
の
括
弧
内
の
数
字
は
、
当
該
頁
を
示
す
。
句
読
点
は
適
宜
改
め
た
の
は
、『
日
本
書
紀
』
の
場
合
に
同
じ
。
（
7
）
津
田
左
右
吉
『
日
本
古
典
の
研
究
』
上
（
岩
波
書
店
、
昭
和
二
十
三
年
、
の
ち
『
津
田
左
右
吉
全
集
』〈
岩
波
書
店
、
昭
和
三
十
八
年
十
月
〉
再
録
）
第
二
編
第
五
章
「
崇
神
天
皇
垂
仁
天
皇
二
朝
の
物
語
」
参
照
。
（
8
）
井
上
光
貞
「
古
代
の
東
国
」（『
萬
葉
集
大
成
』
五
歴
史
社
会
篇
〈
平
凡
社
、
昭
和
二
十
九
年
〉
三
二
四
三
～
二
五
〇
頁
）。
米
澤
康
「
四
道
将
軍
派
遣
伝
説
の
一
考
察
―
特
に
大
彦
命
の
伝
承
を
中
心
と
し
て
―
」（『
軍
事
史
学
』
一
二
、
昭
和
四
十
三
年
二
月
）
も
、
四
道
将
軍
派
遣
伝
承
の
核
に
は
「
よ
り
原
古
的
に
大
和
朝
廷
の
個
別
征
討
伝
承
が
存
在
し
た
」（
三
九
頁
）
と
し
つ
つ
も
、「
伝
説
そ
の
も
の
が
そ
れ
と
し
て
史
実
で
あ
り
得
な
い
こ
と
や
、
そ
の
記
載
に
六
世
紀
以
降
の
史
実
の
反
映
が
あ
る
こ
と
は
既
往
研
究
の
指
摘
さ
れ
る
通
り
で
あ
ろ
う
」（
五
三
頁
）
と
の
べ
て
お
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
の
問
題
の
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
米
澤
論
文
に
詳
し
い
。
（
9
）
上
田
正
昭
『
大
和
朝
廷
』（
角
川
書
店
、
昭
和
四
十
七
年
七
月
、
の
ち
『
上
田
正
昭
著
作
集
』
1
〈
小
学
館
、
平
成
十
年
七
月
〉
所
収
）
一
一
八
頁
。
な
お
、
同
氏
「
大
和
国
家
と
皇
族
将
軍
」（
読
史
会
『
京
都
大
学
国
史
論
集
（
一
）』〈
読
史
会
、
昭
和
三
十
四
年
十
一
月
〉
所
収
、
の
ち
「
王
族
将
軍
の
性
格
」
と
し
て
上
田
正
昭
『
日
本
古
代
国
家
論
究
』〔
塙
書
房
、
昭
和
四
十
三
年
十
一
月
〉
所
収
）・
同
氏
『
私
の
日
本
古
代
史
（
上
）』（
新
潮
社
、
平
成
二
十
四
年
十
二
月
）
二
六
七
頁
も
参
照
。
（
10
）
拙
稿
「
四
道
将
軍
伝
承
と
ヤ
マ
ト
政
権
の
発
展
」（
拙
著
『
日
本
書
紀
』
と
そ
の
世
界
』〈
燃
焼
社
、
平
成
六
年
十
二
月
〉
所
収
）。
（
11
）
中
司
照
世
「
五
世
紀
の
ヤ
マ
ト
政
権
と
若
狭
」（『
つ
ど
い
』
二
五
四
、
平
成
九
年
三
月
）。
ほ
か
に
、
同
氏
「
日
本
海
中
部
の
古
墳
文
化
」（
小
林
達
雄
・
原
秀
三
郎
編
『
新
版
［
日
本
の
古
代
］』
⑦
〈
角
川
書
店
、
平
成
五
年
一
月
〉
所
収
）
も
参
照
。
（
12
）「
阿
倍
氏
」
の
ウ
ヂ
と
し
て
の
成
立
は
、
五
世
紀
後
半
以
降
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
以
前
に
は
ま
だ
ウ
ジ
と
い
う
概
念
は
成
立
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
に
い
う
「
阿
倍
氏
」
も
、
あ
く
ま
で
便
宜
的
な
表
記
で
、
阿
倍
氏
の
前
身
集
団
と
い
っ
た
意
味
で
用
い
て
い
る
。
以
下
、
他
の
―26―
氏
族
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
（
13
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
塚
口
義
信
「
桜
井
市
茶
臼
山
古
墳
・
メ
ス
リ
山
古
墳
の
被
葬
者
に
つ
い
て
」（
日
本
書
紀
研
究
会
編
『
日
本
書
紀
研
究
』
二
十
一
冊
〈
塙
書
房
、
平
成
九
年
六
月
〉
所
収
）
参
照
。
な
お
、「
―
的
人
物
」
と
い
う
表
現
は
、
か
な
ら
ず
し
も
記
紀
の
伝
承
ど
お
り
の
人
物
が
実
在
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
に
よ
る
、
含
み
を
も
た
せ
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
の
人
物
の
表
現
も
、
同
様
で
あ
る
。
（
14
）
中
司
照
世
「
古
墳
時
代
の
同
一
工
房
製
小
型
銅
鈴
」（
日
本
書
紀
研
究
会
編
『
日
本
書
紀
研
究
』
三
十
冊
〈
塙
書
房
、
平
成
二
十
六
年
十
一
月
〉
所
収
）
一
六
五
～
一
六
六
頁
。
及
び
同
氏
「
尾
張
の
前
期
盟
主
墳
と
尾
張
氏
伝
承
―
前
期
盟
主
墳
の
新
た
な
調
査
成
果
に
関
連
し
て
―
」（
塚
口
義
信
博
士
古
稀
記
念
会
編
『
塚
口
義
信
博
士
古
稀
記
念
日
本
古
代
学
論
叢
』〈
和
泉
書
院
、
平
成
二
十
七
年
十
一
月
〉
所
収
）
一
八
六
～
一
八
七
頁
。
（
15
）
大
化
前
代
の
こ
と
を
の
べ
る
の
に
、「
畿
内
」「
畿
外
」
の
用
語
は
不
適
切
か
も
知
れ
な
い
が
、
小
論
で
は
ひ
と
ま
ず
大
和
と
そ
の
周
辺
の
政
治
集
団
で
構
成
さ
れ
る
ヤ
マ
ト
政
権
の
支
配
領
域
と
そ
の
周
縁
部
と
い
う
意
味
で
、
便
宜
上
こ
の
用
語
を
使
用
し
て
い
る
。
（
16
）
若
狭
国
造
・
高
志
国
造
に
つ
い
て
は
、「
国
造
本
紀
」
に
そ
れ
ぞ
れ
「
遠
飛
鳥
朝
御
世
。
膳
臣
祖
・
佐
白
米
命
子
荒
砺
命
。
定
二
賜
国
造
一。」「
志
賀
穴
穂
朝
御
世
。
阿
閉
臣
祖
屋
主
田
心
命
三
世
孫
市
入
命
。
定
二
賜
国
造
一。」
と
あ
る
。
ま
た
、『
政
事
要
略
』
巻
二
十
六
所
引
の
「
高
橋
氏
文
」
に
は
、
六
雁
命
が
、
景
行
天
皇
七
十
二
年
八
月
に
亡
く
な
っ
た
あ
と
、
天
皇
は
、「
六
雁
命
の
子
孫
た
ち
を
、
未
来
に
わ
た
っ
て
膳
職
の
長
官
、
上
総
国
の
長
、
淡
路
国
の
長
と
し
て
定
め
て
、
膳
臣
以
外
の
他
氏
の
も
の
を
任
命
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
」
と
命
じ
、
あ
わ
せ
て
「
若
狭
の
国
は
、
六
雁
命
に
永
く
子
孫
た
ち
の
永
遠
の
所
領
と
せ
よ
と
定
め
て
お
与
え
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
後
世
に
も
決
し
て
違
反
す
ま
い
」
と
仰
せ
に
な
っ
た
旨
が
記
さ
れ
る
。
（
17
）
中
司
氏
「
五
世
紀
の
ヤ
マ
ト
政
権
と
若
狭
」（
前
掲
）
一
一
頁
。
（
18
）
薗
田
香
融
「
日
本
書
紀
の
系
図
に
つ
い
て
」（
末
永
先
生
古
稀
記
念
会
編
『
末
永
先
生
古
稀
記
念
古
代
学
論
叢
』〈
末
永
先
生
古
稀
記
念
会
、
昭
和
四
十
二
年
〉
所
収
、
の
ち
薗
田
氏
『
日
本
古
代
財
政
史
の
研
究
』〈
塙
書
房
、
昭
和
五
十
六
年
六
月
〉
所
収
）・「
消
え
た
系
図
一
巻
」（
上
田
正
昭
他
『「
古
事
記
」
と
「
日
本
書
紀
」
の
謎
』〈
学
生
社
、
平
成
四
年
九
月
〉
所
収
）。
（
19
）
塚
口
義
信
「
継
体
天
皇
と
息
長
氏
」（
横
田
健
一
編
『
日
本
書
紀
研
究
』
第
九
冊
〈
塙
書
房
、
昭
和
五
十
一
年
六
月
〉
所
収
、
の
ち
塚
口
氏
『
神
功
皇
后
伝
説
の
研
究
』〈
創
元
社
、
昭
和
五
十
五
年
四
月
〉
所
収
）
一
七
九
～
一
八
四
頁
。
「
四
道
将
軍
伝
承
」
再
論
（
荊
木
）
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（
20
）
塚
口
氏
「
継
体
天
皇
と
息
長
氏
」（
前
掲
）
一
九
五
頁
。
（
21
）
三
品
彰
英
『
増
補
日
鮮
神
話
伝
説
の
研
究
』（
平
凡
社
、
昭
和
四
十
七
年
四
月
）
一
九
八
頁
。
（
22
）
塚
口
義
信
「
息
長
氏
研
究
の
一
視
点
―
綴
喜
郡
の
息
長
氏
と
『
記
』『
紀
』
の
伝
承
―
」（『
東
ア
ジ
ア
の
古
代
文
化
』
七
二
、
平
成
四
年
七
月
）
四
一
～
四
二
頁
。
（
23
）
吉
井
巖
氏
も
、
は
や
く
に
日
子
坐
王
系
譜
の
十
一
王
に
注
目
さ
れ
た
お
一
人
で
あ
る
（「
古
事
記
皇
族
系
譜
の
検
討
」『
國
語
國
文
』
三
三
―
三
、
昭
和
三
十
九
年
三
月
、
の
ち
補
訂
し
て
同
氏
『
天
皇
の
系
譜
と
神
話
』〈
塙
書
房
、
昭
和
四
十
二
年
十
一
月
〉
所
収
）
二
一
～
二
二
頁
。
た
だ
し
、
吉
井
氏
は
、
皇
子
女
の
数
が
合
わ
な
い
の
は
、
沙
本
之
大
闇
見
戸
売
と
の
婚
姻
の
部
分
が
の
ち
に
増
補
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
お
考
え
で
あ
る
。
（
24
）
門
脇
禎
二
「
丹
後
王
国
論
序
説
」（
京
都
府
立
大
学
編
『
丹
後
半
島
学
術
調
査
報
告
』〈
昭
和
五
十
八
年
三
月
〉
所
収
、
の
ち
門
脇
氏
『
日
本
海
域
の
古
代
史
』〈
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
和
六
十
一
年
九
月
〉
所
収
）
は
、「
彦
坐
王
は
、
結
論
を
い
う
と
、
実
在
の
人
物
と
は
見
が
た
い
特
別
に
作
ら
れ
た
人
格
」
と
し
、「
日
子
坐
王
を
あ
ま
り
丹
後
の
在
地
性
と
結
び
つ
け
て
理
解
し
て
ゆ
く
こ
と
は
躊
躇
さ
れ
る
」
と
の
べ
、
彦
湯
産
隅
王
―
丹
波
道
主
命
と
い
う
タ
テ
系
図
を
想
定
し
て
お
ら
れ
る
（
二
六
一
～
二
六
二
頁
）。
日
子
坐
王
系
譜
に
は
疑
わ
し
い
点
も
あ
る
が
、
日
子
坐
王
的
王
族
の
存
在
を
否
定
す
る
説
に
は
し
た
が
い
が
た
い
。
（
25
）
以
上
の
系
譜
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
塚
口
義
信
氏
の
ご
教
示
を
仰
い
だ
。
（
26
）
津
田
氏
前
掲
論
著
、
二
五
七
頁
。
（
27
）
上
田
氏
「
大
和
国
家
と
皇
族
将
軍
」（
前
掲
）
一
〇
四
頁
。
（
28
）
以
下
、
丹
後
・
丹
波
・
但
馬
地
方
の
古
墳
に
つ
い
て
は
、
お
も
に
中
司
照
世
「
北
近
畿
の
首
長
墳
と
そ
の
動
向
」（『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
古
代
の
北
近
畿
―
若
狭
湾
岸
の
古
代
―
資
料
集
〔
改
訂
版
〕』〈
福
井
県
立
若
狭
歴
史
民
俗
資
料
館
、
平
成
七
年
三
月
〉
所
収
）
と
中
司
氏
の
ご
教
示
と
に
よ
る
。
（
29
）
蛭
子
山
古
墳
の
墳
丘
は
三
段
築
成
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
中
司
氏
の
ご
教
示
に
よ
れ
ば
、
三
段
か
最
下
段
が
地
山
利
用
の
基
壇
部
な
の
か
は
明
確
で
な
い
と
い
う
。
（
30
）
神
明
山
古
墳
は
、
そ
の
墳
丘
が
、
奈
良
市
の
佐
紀
さ
き
盾
列
た
た
な
み
古
墳
西
群
に
あ
る
佐
紀
陵
山
み
さ
さ
ぎ
や
ま
古
墳
や
神
戸
市
の
五
色
塚
古
墳
と
同
形
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
ヤ
マ
ト
政
権
と
の
強
い
結
び
つ
き
を
読
み
取
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
な
お
、
三
浦
到
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
佐
紀
陵
山
古
墳
は
、
前
述
の
日
葉
―28―
酢
媛
の
墓
の
可
能
性
が
大
き
い
と
い
う
（「
佐
紀
陵
山
古
墳
の
埋
葬
施
設
と
被
葬
者
に
つ
い
て
」
松
藤
和
人
編
『
同
志
社
大
学
考
古
学
シ
リ
ー
ズ
Ⅹ
Ⅰ
森
浩
一
氏
に
学
ぶ
森
浩
一
追
悼
論
文
集
』〈
同
志
社
大
学
考
古
学
シ
リ
ー
ズ
刊
行
会
、
平
成
二
十
七
年
一
月
〉
所
収
）。
（
31
）
以
下
、
中
司
氏
が
論
拠
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
を
か
ん
た
ん
に
紹
介
し
て
お
く
。
①
丹
波
道
主
命
は
日
葉
酢
媛
の
父
と
さ
れ
る
が
、
網
野
銚
子
山
古
墳
と
佐
紀
陵
山
古
墳
は
双
方
の
墳
形
が
酷
似
し
て
い
る
。
②
畿
外
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
〇
〇
㍍
級
の
巨
大
古
墳
の
存
在
は
、
記
紀
の
伝
承
を
も
と
に
し
な
い
と
説
明
で
き
な
い
。
③
旧
網
野
町
は
そ
れ
で
単
一
地
域
と
政
治
集
団
を
な
す
と
思
え
る
が
、
町
内
で
網
野
銚
子
山
古
墳
に
対
比
し
う
る
先
行
な
い
し
は
後
続
の
大
首
長
墳
は
存
在
し
な
い
。
④
銚
子
山
の
至
近
の
臺
地
端
に
「
大たい
将しょう
軍ご
」
と
呼
ば
れ
る
遺
蹟
が
あ
り
、
前
期
大
型
古
墳
に
備
え
る
に
相
応
し
い
埴
輪
類
が
出
土
し
て
い
る
（
網
野
銚
子
山
古
墳
用
の
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
）。
⑤
『海
部
氏
勘
注
系
図
』
の
十
四
世
「
川
上
真
稚
命
」
の
譜
文
に
「
葬
于
竹
野
郡
将
軍
山
」
と
あ
る
（
む
ろ
ん
、
同
系
図
に
は
な
お
検
討
の
餘
地
が
あ
る
が
、
部
分
的
に
史
実
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
）。
（
32
）
上
田
氏
『
大
和
朝
廷
』（
前
掲
）
一
〇
九
頁
。
（
33
）
塚
口
義
信
「
初
期
ヤ
マ
ト
政
権
と
椿
井
大
塚
山
古
墳
・
黒
塚
古
墳
の
被
葬
者
」（『
つ
ど
い
』
一
二
九
、
平
成
十
一
年
二
月
）。
（
34
）
小
林
行
雄
『
古
墳
時
代
の
研
究
』（
青
木
書
店
、
昭
和
三
十
六
年
四
月
）
第
四
章
「
古
墳
の
発
生
の
歴
史
的
意
義
」
一
五
二
頁
。
（
35
）
佐
伯
有
清
『
新
撰
姓
氏
録
の
研
究
』
考
証
篇
第
一
（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
五
十
六
年
）
参
照
。
（
36
）
こ
れ
ら
の
古
墳
に
つ
い
て
は
、
岡
山
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課
・
岡
山
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
編
『
神
宮
寺
山
古
墳
網
浜
茶
臼
山
古
墳
』（
岡
山
市
教
育
委
員
会
、
平
成
十
九
年
三
月
）
参
照
。
（
37
）『
播
磨
国
風
土
記
』
は
三
條
西
家
本
に
よ
り
、
一
部
校
訂
に
よ
り
文
字
を
改
め
る
と
と
も
に
、
適
宜
句
読
点
や
返
り
点
を
施
し
た
。
な
お
、『
播
磨
国
風
土
記
』
に
お
け
る
印
南
郡
の
存
否
に
つ
い
て
は
議
論
が
あ
る
が
、
筆
者
は
ひ
と
ま
ず
印
南
郡
条
を
認
め
る
立
場
に
立
つ
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「『
播
磨
国
風
土
記
』
雑
考
」（『
皇
學
館
大
学
紀
要
』
五
七
、
平
成
三
十
一
年
三
月
、
の
ち
拙
著
『
風
土
記
研
究
の
現
状
と
課
題
』〈
燃
焼
社
、
平
成
三
十
一
年
三
月
〉
所
収
）
参
照
。
「
四
道
将
軍
伝
承
」
再
論
（
荊
木
）
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（
38
）
景
行
天
皇
紀
四
年
二
月
甲
子
（
十
一
日
）
条
に
、「
夫
天
皇
之
男
女
。
前
後
并
八
十
子
。
然
除
二
日
本
武
尊
。
稚
足
彦
天
皇
。
五
百
城
入
彦
皇
子
一
外
。
七
十
餘
子
。
皆
封
二
国
郡
一。
各
如
二
其
国
一。
故
当
二
今
時
一。
謂
二
諸
国
之
別
一
者
。
即
其
別
王
之
苗
裔
焉
」
と
あ
る
記
述
も
、
あ
る
い
は
こ
れ
に
関
聯
す
る
か
も
知
れ
な
い
。
（
39
）
秋
本
吉
郎
校
注
日
本
古
典
文
学
大
系
2
『
風
土
記
』（
岩
波
書
店
、
昭
和
三
十
三
年
四
月
）
二
六
八
頁
。
（
40
）『
風
土
記
研
究
会
第
七
回
例
会
記
録
』（
風
土
記
研
究
会
、
昭
和
三
十
年
六
月
）
一
六
～
一
八
頁
ほ
か
。
（
41
）
加
藤
謙
吉
『
ワ
ニ
氏
の
研
究
』（
雄
山
閣
出
版
、
平
成
二
十
五
年
九
月
）
二
〇
二
～
二
〇
三
頁
の
「
和
珥
部
氏
系
図
」
参
照
。
（
42
）
吉
備
で
は
、
そ
の
後
も
備
前
で
神
宮
寺
山
・
湊
茶
臼
山
・
金
蔵
山
、
備
中
で
車
山
・
小
盛
山
な
ど
の
三
段
築
成
の
前
期
古
墳
が
相
次
い
で
造
営
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ヤ
マ
ト
政
権
と
の
継
続
的
な
関
係
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
（
43
）
立
花
聡
「
前
方
後
円
墳
が
示
す
『
王
』」（
森
浩
一
監
修
・
播
磨
学
研
究
所
編
『
地
中
に
眠
る
古
代
の
播
磨
』〈
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
、
平
成
十
一
年
十
二
月
〉
所
収
）
一
三
五
～
一
四
〇
頁
・
岸
本
道
昭
『
古
墳
が
語
る
播
磨
』（
同
上
、
平
成
二
十
五
年
十
一
月
）
一
六
～
一
七
頁
所
収
「
播
磨
主
要
古
墳
編
年
」
な
ど
参
照
。
（
44
）
中
司
照
世
「
古
墳
研
究
の
進
展
と
停
滞
（
後
編
そ
の
一
）
―
考
古
学
界
の
風
景
―
」（『
つ
ど
い
』
三
三
八
、
平
成
二
十
八
年
三
月
）。
な
お
、
以
下
は
、
同
氏
の
ご
教
示
に
負
う
と
こ
ろ
大
き
い
。
（
45
）
こ
れ
も
、
中
司
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
が
、
揖
保
川
流
域
の
権
現
山
51
号
墳
で
は
、
本
文
で
ふ
れ
た
網
浜
茶
臼
山
古
墳
と
併
行
す
る
特
殊
器
台
型
埴
輪
が
出
土
し
て
お
り
、
吉
備
の
西
播
地
方
進
出
は
、
さ
ら
に
早
い
段
階
の
こ
と
と
み
ら
れ
る
。
（
46
）
武
埴
安
彦
の
叛
乱
伝
承
に
つ
い
て
は
、
米
澤
氏
前
掲
論
文
の
ほ
か
、
森
浩
一
『
記
紀
の
考
古
学
』（
毎
日
新
聞
社
、
平
成
十
二
年
十
二
月
）
第
二
章
に
も
詳
し
い
言
及
が
あ
る
。
（
い
ば
ら
き
・
よ
し
ゆ
き
皇
學
館
大
学
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
教
授
）
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